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鯵46年の毒長公選運動翰（窮月俊洋／

第4章　函館、室蘭、鐡路の市長公選

第玉簸　函館毒の市長公選運動

　i　登坂帝展の邊妊と食糧鵜題

　本章の課題多ま、第2、　3章の八戸市、｛幽台蓬鐘こつづ》、て、馨と海道の嚢1館、室

蕗、鎌銘の市長公選の前提と成立・展灘の論遷を解親し、序章の飯議を実証す

ることである．その豫、これ’らの3霧では、市長公選の発蟻1が離職の粥責辞任

ではなく、径蟻溝了（露館〉と病気による退錘（室蘭、銭鋒〉であったこと、

投票率が下がらず公選撰蔑意の反駁に一旛矢数しなかったこと、が共通する特

籔であった。また、函館と室麓では、当選した親市長麟社会党推薦の官僚鐡身

者であり、室蘭と銭諮では、講長公選運動溺下から成立せずに毒長公選嚇畜会

主導で実施されたという特徴をともなっていた。こ為らの諸特鐵の理溝につい

ても、上記の課題との関連で解弱する。なお、霞館毒の市長選挙については、

松露一郎葛藤館蔦蔓公選史概要甥撰公選の経遍を詳総に硬究してお静、本籔

は購論文に多く依擁している。また、鎌驚南については．地元新縫の覆長公選

および各政治勢力についての記事潤うすく、第3簾は寮長公選の概要を酪透す

るにとどまらざるをえなかった。

　〈登坂毒長の退任＞

　靉靆市は、欝22年に毒鰯を施行した．戦前・戦中の毒致葬は、衆議鶴議員選

挙では浸政党撚優勢で、大島寅吉、鍍辺泰蔀（のちに東方会に翫羅〉の2人が

欝鎗年代から翼賛選挙家で主に函館霧海の得票によって議篤を確保しつづけた。

それに対し、毒会選挙では憲政会一民敷党系と政友会系の勢力瀞接続し、議長

選挙では憲政会一民政党系（第i、3代恩褒徳之助．第5～6代高橋文五郎〉

と政友会系（第2、護代松下熊橿、第7～8代登優良蕪〉潜交互に議長職を確
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行政延会譲集　第9巻　第2号

保してきた。函館霧会は、表鰺のとお蓼、欝37年までは富籐患身者を寮長に輸

入してきた鱒、総38年からは地元から毒長を選鐵していた。

　　　　　　　　　　　　　　表鰺　嚢館毒長

氏
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材
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藤
振

木
籔
斎
登

ig29、　i．i8～29．　8．　7

ig29、i2．27～37．i2、26

ig38．　5．27～嘆2．　5．27

玉942、6．i～謹6．5．3i

代・坂本森一　欝46．8．貿～遵7．9．27

　経　　　　歴

青森県知事、

小倉寮長

擾井票知事、

名古渥南長

検事、高雄州知事

台湾総督蔚警務局長

函館難伝染病薩長

函館南会議長、

衆議院議員

元畜長

　藤館毒の戦鋳・翼賛捧講と敗戦甕後の南政を握当したのは、難彪年6月に市

長に就任した瞬敢友会系の地元政治家の登薮良作（蘇であった。登薮はi鱗2年聾

月の毒会翼賛選挙（定員襲名〉で．33名の推薦議農業薦長灘を当選させ、毒会

に安定多数の与党を形成していた。そして・登壌は畦牛後の欝4§年5月3蝦一

撮§の任幾を満了し退任した。それ’は、引責辞任ではなかった煎再錘されも

しなかった。登坂が再任されなかったのは、後述するように、毒会内多数諏の

再選譲に越して、少数灘と市民の闘から市会だけによる後任毒長の選考と整数

再選に端する反鵡の盤論が形成され、それが毒長公選運動に発展していったか

らである。それに嬉し、登壌が任期前に辞任しなかったのは、穣台や八戸の寮

長とち炉って、函館の場合、毒長の責任翼題に発展するような藩政撰：覇の毯譲

や運動が成立しなかったためである。

　事会内の非推薦議員難名は、公職追敏捲令直後の欝鶴年i月蔦獄反寮長派

として毒友講志会を結成し，、》、会長には瞬民政党の元斎会議長恩賀徳之助が就軽

した蕃、結局登極の退緯を要求しなかった．飽方、共産党函館地褻委員会は、4

月欝弩の秦議院総選挙における有権者名簿の大量鋭薄闇題をと参あげ、登藪姦長
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鯵妬年の市長公選運動総（窮月俊洋／

に露灘辞任を要求し〔3》、また．5層24欝、講堂は市内ではじめて隠蟹勃資の摘発

を実行した斜嚇、いず為も毒政幾鞍・市長退瞳の毯論や運動を喚趨できなかった。

　なお、雄蕊年4層実施の第22園衆議院総選挙における函館甫内での各党諏劉

得票数（率1は、甕露見52，277嚢（騒．5％）、縫会党29，2雛禦（欝．3％〉、詑海

送敢治購盤i6，8蕊票（ii，玉％〉、共産党9，7盤禦（§、遵％〉、協縁覚3，き83票（2．4

％〉、諸嶽・無携羅39，7縫票（器．3％）合計茎溌，389票（3名連記懸）であった．

公職遺放によって、函館市を地盤とする政治家の顔触れは様変わ移し，藪鋸南

からは、舞鶴漁業の平塚常次鄭が当選しただけであった。平塚は察湊党詑海道

支部長であった。進歩党の函館支部長には．のちに籔民政党の懸盤徳之駒撚就

錘したぶ、進歩党はこの衆議院総選挙に躾補者を立てることができなかった。

保守政党の綴織と活動は、薦長公選開題を含めて新聞紙颪からは全く舞霧しな

い。革新系からは、縫会党支部畏の宮岸申次躯（機概鉛会祇重役　路盤～欝35

年　海員縫合函館支部長）、蟹鉄労組委員長館俊三など撚立候補した摂、海内

で4笹、5位と票を分けあって落選した（表聾を参照、＊は地発候補）。

表簿　第22縷衆議院総選挙繰総老溺得票数（函館斎〉

氏　　　　名　1　党　　　灘 露　館　講 詫海送一琶
1

平　塚　常次躯＊、露　　幽　　党 25，§24 67，§2玉⑤
融髄劉晃海譲治瞬議　　　　…宮　岸　十欧藻審1桂　　会　　党 i5，M董

奄R，678

氏C96§

33．妬5

R魂，欝8

Q融，§87

館　　　俊　三＊　無断騰（歓〉 紛，29珪 2i，7ε4
有　馬　英　二　　1無湧羅（進〉　　　　…鎌　遜　専　治　　i立憲養蓬会

8，875

W，総8

憩§，879①

Q9，57暮

苫米地　英　俊　　i窪　　虜　　党 6，996 §7，9ig④

新　妻　イ　　ト　1縫　　会　　党 5，914 6§，婆董8③

躰　　　吉　彦＊　蛙　　会　　党 5，§倉5 i2，572

構　沢　　トシ子　　i共　　産　　党 4，552 44，慧磐⑪
臼　尾　　　　宏審i無　　湧　　属　　　　i’薩　村」善八鰯　　t警　　虫　　党　　　　1

2，482

Q，433

5，277

Q8，72§

亜　木　　濤　i緩　　会　　党 2，32護 59，遵46⑦

定員慧名、立躾補者7i名、露館嘩で2，〔簸｝票以上得票者、①～⑳は当選類盤．
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行数鑓会論集　第9巻　第2暑

　〈数戦甕後の食糧鵜題〉

　函館毒は、戦表札饒をうわまわる入費を擁し、進講一の襲業・港湾都毒であ

ったぷ、戦時中の載洋漁業の中蓋と空襲垂こよる青露連絡船の停滞でその主要な

経済基盤を喪失し、数戦薩後は単なる溝費都議になっていた。

　数戦直後の議政の最大の課題捻、食糧繋策のはずであった。詫海進は、当時

全国一の食糧危機のなかにあ鯵、とくに道央の穀倉地帯から遠隔地にあった函

館毒の場合、主食の欠乏が深麺で、はやくも雄蕊年難月には米は越籟分しか醗

給さ為ず、さらに翌年の端境期になると、主食の欠醍は6月に36鼠　7月末に

畿濤に達した。ところ漢、毒民の食糧獲得行嚢は、遂庁や毒当馬への換鵯や醗

給行政の民主姥へは肉かわなかった．その理露は、毒民には無鰭無策の道庁や

毒当局をあてにする、あるいは撹覇する余裾かなく⑤、農村への買い饑しや懸斎

で、さらに集羅的な食糧獲得活動を醐嬉して、よ雛直接的に食糧を入手する必

要に追られていたためと、馨われる．

　それでも、斎甕潟に食糧越策の強化を求める運動は、縫会党支部から擬趨さ

れ、i月給舞食糧薄葉驚異大会摂毒民灘§名の参集で灘催された・鞠市買大会

は、①挙毒一致の食糧繋策協議会の設置、⑧町内会ごとの食糧事椿調査の実麹、

③隠匿・退蔵物資調査繕察騒の編域、㊧富豪有麗考の薦蓄秘資の僕鐵、などを

決議して、毒当濁と警察に責任ある遙置を要求した。しかし、登極寮長が実行

を約束したのは、①と⑫にとどまったσ｝．その結果、i月26露こ繕成された璽

館毒民食糧難策協議会は、市内各舞各懸捧と道講各官庁の代表者を網羅したも

のであった。しかし、その食糧難策はあくまで政府の方舞の枠内で、農耕から

の供鐵の促進を擁護から援助するものにとどま穆、市内資産家から寄付金を募

集して、それを原資にして供鐵に感じた農家に見返参勤資を藪売するため・農

家むけめ生活必需品の確保を援窮するものでしかなかった㈹。そのため、社会

党支部は、南浸の嚢主的活動によ参難局を突醸しようと、町内会に消費縫合の

結成をよびかけていった醜。

　毒民の幾では、纒人の買い鐵しや懇霧だけでなく，労働想念と町講会によっ
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欝蕊年の毒長公選運動鱒（窮月綾洋〉

て集懸的な食糧獲得活動が灘始された。曝露ドックでは、i鱗5年鴛篶簸鼠従

業員総合設立大会が麗催された．軍需会鮭として、連合蟹への賠蟹の繋象に捲

定されようとしていた霞館ドックでは、賠穫からのかれ，るためのζ民主化」の

藪羅として、課長など中堅幹部を率先して総合結成に参撫させ、上から纏合結

成に硬宣を与えた。絃成直後の縫合活動はもっぱら食糧獲得で、会縫から無穫

轟様の懸馨で塩を購入して、激雷、由形、道央各地に買い饑し瑳を編成し、塩

とイモ、ムギ、デンプンの勃々交換をして縫合嚢の食糧を確保した｛鋤。欝妬年

2薄にはいると、齷齷寮内の労働紐合32鐡捧は連合会の結成を準備していった

が、連合会では各縫合の食糧獲得活動を有線こすすめるため、食糧対策委員会

を設置し、遵庁の反麟にも拘らず棄詫難方の農畏縫合と提携して嚢主的に主食

を獲得しようとした（獅．なお、函館地琶労働総合鶴議会（鍵縫合、委員長は

藪館ドック労纏の小原豊太〉は、総疑盟系と北海遂労働連盤系の対立を克臆し

て護月27韓に結成された．

　縫方、函館毒の驚会蓬事会（町会連合会の協議機幾〉は、雄蕊年i月鴛駄

食糧懸策会議を饑き．警会単位に資金を集めて醗捧買い饑し瑳を織成し、さら

にこれを溝費経合に発展させることを申し合わせた｛類．町内会単粒の消費緯

会は、斎甕潟に容認さ託て続々と結成された．しかし、2肩以降斑内会が農村

への集鐙釣買い鐵しを開始すると、農躰省の主食への統凝強化によって、これ

溺鰻行為とみなされ、食糧の譲護や運綴を農業会や醸通・国鉄に捲否された・

また、金融緊急措置令によ静瀧費継合の買い饑し資金が凍結されたので・その

活動はまもなく行き詰まった｛鋤．

　食糧獲得の趣い手が町内会であったから、毒疑の食糧難題をめぐる撹判は、

毒婁講でなく町内会とその買主化縫題にむけられる可籠性鮮あった。函館市で

も、海霧省の上からの町内会民主艦方針が具体紀され、全市55町会3部落会は

鯵46年i鍔欝欝から新規程によって嚢主的に運営されるようになった1猫。こ

れ’によって、町内会は軍事・紡空部を廃蓋し、媛人部、文化部を新設した。ま

た、このi～3拷にかけて、隣保遊長、町会各部委員、町会長の役職を類歌公
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行政縫会議集　第9巻　第2懸

選で改選していくことになった。3月i艮の町会長公選では・籍大盤名、残彗

は醸人の再任であった（勘．ところぷ、湯絹町会では、騰保瑳長の互選の形で

麟町会長の横岩来次躯麟再選され、しかも横岩か縫標した隠匿物資摘発事件解

瞬らかになったため、住民の一部から再経反落、全臨浸による公選を主張す

る声ぷあぶった師》。．ただし、この町会長追敏の声は鉱瑛らず、4月には町会

長の互選で横岩潜町会理事（連合野会長）8人のうちのi人に選懲されてい

た｛鶏．函館毒の場合、戦時中の霞当局一翼賛毒会一町内会捧鰯解維持され、

町内会長たちが住民生活を支離しつづけていたと思われる。縫会党は市政・野

内会に耕する幾覇勢力ではなく．市政甕主化運動は成立しなかった。革新・労

働勢力溺毒政・野内会への幾判勢力となるのは、メーデー以後のことであった．

　函館叢の食糧亀機は5～6月垂こさらに深亥彗イヒした。甫i蚤爆｝と詫海道新舞1祇は、

共催で駒ヶ岳鐵麓に毒野草を採集するための臨時講車を走らせた働．また、

市墨縄は、5月3欝緊急食糧薄策委員会を饑き、窮余の策として食糧買付琢を

緯織し、道内からジャガイモを買》・つけて南海に流入させることにした｛蹴。

6月i購こは、函館斎独霧の食糧メーデーが聡催された。しかし、結縄函館衛

は有効な食糧薄策をたてることができなかった。食糧鰐策協議会は、半年闘で

7万円の寄付金を集め、南海の嚢魯漁業、雛束冷蔵などの会社から塩．ゴム長

靴、魚粕などを提僕された。しかし、当務の寄付金は封鎖され、農村への見返

参物資は全く活罵されず、協議会を通じて毒民の醸こはいった食糧は全くなか

った｛鋤。このように、食糧竜機溺放置されるなかで、函館市で濾毒畏後任隠

題が争点として浮上していった。

　2　驚長公選運動の成立

　〈革萩・労働勢力の公選運動〉

　4月露霞、詑海道新醐（函館版／は登籔毒長の廷期満了を繭にして、政府の

地方舗度改革（青郷村長公選〉の動癖を鞍遣した。そして、瞬紙は、饑餓衛会

の空気は登籔再選に繧恥てお琴、また、驚会によって次蟻欝長を決定した後に、
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すぐに公選の議長選挙となるので、甫長に新人物を摂ぎ鐙す危険をあえておか

すとは思われない、当然堤毒長再選で進むものと思われる、と薦長選考総題の

ゆくえを予想していた｛聯。

　函館市会は、護月27羅徳政協議会を饑き、毒長後経隠題の験討を麗始した。

甫会内の空気は、市友岡志会潜、斎会改選と講長公選麟を今秋にひかえて曖

市長の再選雄無意蕨であ吟、戦時中の毒長として一応その職を離れ、来るべき

時嬬まで勤役をもって代行せしめよま（鱗と主張したのに薄し、登壕斎長支持の

翼賛密会多数派は、毒長職の重要性が堰している麗荘、長甥闘の毒長代行・空

庸は嬉ましくない、と登籔再選に意見ぶ一致しつつあった。5月i賦内霧大

駆から甫長推薦命令が下され、5月護霞、第2麟毒致協議会は、次期寮長躾補

を毒会で選考することに決定した。そして、従来の選考委員会方式を改めて、

8獣こ全議員の投票で数名の躾補者を選挙し、その結果にもとづ恥て交渉委員

か候補者に諾秀を求めていくことにした‘聯。

　ところが、この畜会の決定が発表さ為ると、市民の問から斎会撹舞の声蕃あ

が滲、革新政党と労働縫合摂寮長公選を主張した。縫会党函館支部は、5月6

員、幕政協議会の決定に薄する反麟決議を可決し、翌甑織鱒松次郎毒会議長

に市民の手による公選の実施を要求した。この段賠での歓会党の公選論の穣鎚

と公選方法は、i〉帝政渓主化のため、霞蔑の寮長を選ぶためには、戦時中選

任され浸主主義的民意を理解しない現毒議に議長選考を委任できない、2〉議

会議長の責任で躾補者を毒民各縷から選考し、市民投票で決定する、というも

ので、自密立候補麟ではなく毒会議長に躾補選考権を持たせていた齢。共産

党も郷時公選を5月7β決議した。函館地区労協は、5月8霞夢われわれの毒

長は、戦争麗罪的存在だった大政翼賛会の末端縫織たる推薦母体によって当選

せしめられたる大多数の議員によって檎成されてみる議会の壟断に証すべきも

のにあらず」と、社会党と購様の選曲で、毒会議長に公選をせまった｛2翫

　詫海道新麗は．葦新・労緯勢力の公選論を次のようにまとめていた．

　　暁窪の斎会議員の三分の二は、戦争責任の発見たる東条によって捲導一育
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威された翼政．翼賛会の推薦による議員であ蓼、彼等は後任驚長を推薦する資

賂は全然ないばか警でなく、終戦と瞬時に一応退陣して責を毒民に問ふべきであ

るにも拘らず．毫も反省の急なく、更に置土産として畜甕の総意を無視し、寮

長を緩等の独噺的意思によ移推薦せんとするものである．更に全霞各地にお》、

ては、市会潜巷に拾頭してみる罠意を尊重しま塩釜市、石巻市、鱗台霧で公選

を実施しているが、噛館市のみは民意を無視、買主化に逆行する難き行為は

臨じで許されぬ蚤2醗。

　つ家移、公選譲の綴鎚は、堤職毒長への掛物や首長公選簿渡への支持という

よ穆、戦時中から継続する翼賛市会が毒民の意海を無擁して戦後の霞長を選考

しようとすることへの撹判であった。

　〈衛会の匿公選決定嵯〉

　革新・労鰻勢力の薦会幾判と甫長公選要求をうけて雛催された5月8鰻の第

3國辮政協議会では、i）毒会の慧簑を改め、公選に賛成するもの、2〉革新

滋の意見を毒民の総意と籍定できないとして、市政協議会の決定に麟熱するも

の、3／隣会長会議か各界各層代表者会議に、公選か霧会を磐頼するかを諮聞

すべきであるとするもの、など弔論乙叡とな馨、結隷蕃鑑ないまま敬会し、5

月欝購こ市政協議会を続行することにした（鋤．市政臨議会撚、薩ちに虜会によ

る選挙を強行できなかったのは、革新・労働勢力の市会撹料・市長公選講が毒

民の間に反響をよび、罫最後的に毒会推薦の簸案を下す場合においては民意無

規として斎会は窮地紅臨る験悪な空気をはらむに立ち至った麺3｝からであった。

　そして、5罵9馨、民主的分子の結合と浸主戦線の結成を§的として、貫主

主義実践連盤ぶ結成された。代表の高緯権次蓑餐は、5月欝馨、毒会議長に市長

公選を要求する淡議文を手渡し、桂巽颪党その絶の鑓体と提携して霧長公選を

めざす毒民大会を準備していった．毒長公選を焦点に、社共提携、民主戦線結

成の気運1び形域1され、はじめた｛2g｝。

　このような霧会と革新・労働勢力の講堂の間にあって、寮長公選のゆくえを
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左右したのは、町内会長の動向であった．町内会長については、一方で町会

も毒会の専横的行為を葬難し、公選に講って動きつつあって、公選の議は十八

万寮費の総意となって畢まって麺8｝いると報道された麟、地方で・瞬会長の

うちには市会議員も多数を警、岡持に町会長の多くは瞬謂町の‘‘顔役”がなっ

てみる縫係まから、町会長瑳事会は全く無縫心な態度を持続し、町会長のなか

には労働縫合の政治運動を葬難ずる者もいた樋。

　5月欝馨、第4暴の帝政協議会が麗催された。これ・に耕して・毒会による投

票を懇窪しようとする革新・労働勢力の代表鎗名が、協議会の傍聴と発書を要

求し議場になだれ込んで一時騒然となった。しかし、結縁、憲政纏議会は議長

公選の決議文の趣猛を休憩中に聴取することだけを許可し革新派の傍聴・発

言を姫否した。毒致協議会は、今懸も公選の薄否をめぐって混醜した魁結潟

採決によって繁会の態慶を決定することに合意し、公選説捻鷲毒会投票説9で・

一慈衛長公選に決定した。ただし、直ちに直接公選を案施するのか、選考方法

について民意に賜うか、について採釈した結果．25名字欝名の賛成で市致協議

会は毒罠各界各藩代表者に公選か斎会一睡かを闘うことになった（鋤。そして、

歪灘議長を含む斎会の代表者会議招集委員は、会議の原案を5月蔦霧の室鯵議

政協議会に提出し、i）会議は5月22警汐見斑青年会館で縫催する、2〉招

致羅針め範霞は、当織に麟鐵済みの労羅（5の、結桂・政党（i5瓦商業纏合

　（72〉、市会議員（39）、町会長（き9）、驚会婦人委員（59）、その鰹（22〉とし

て、その人員は約3§舜名という内容であった。南政協議会はこれを了承した。

　なお、葬推薦議員からなる毒友購志会は、毒長選考方法をめぐり鍔志の意見

不一致を遷鎌に解徴した。

　〈畜罠大会と盤譲調査〉

　毒会が、各界各屡代表者会議に薦長選考の方法を諮問すると決定すると、革

新・労働勢力は、鞍等の弄策と欺購を防壼まするため毒会と構内会長への監

椀と涯力の活動を具体化していった，踏。鮭会党は、代表者会議の単数近くを
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姦めると考えられた町内会長に薄して、各々の町疑が積極的に饑きかけ、その

独織的行動を監視して、嚢労大衆の基盤に立って町内会長を行動させようと呼

びかけた。これに帰し、霧会長遷事会は5丹掲嚢臨時遅事会を麗き、代表者会

議について、各購内会長は町民の総意を代表して参撫すべきこと、5月22馨ま

でに町会ごとに量論をと讐まとめること、を決定した（鋤。

　次に、縫其両党、露館地匿労協、民主主義実践講盤の獲懸体は、5月認弩薪

燐覆疑学校で帯長公選講民大会を醗催した．そして、縫会党支部幹事長の橋本

溝三編を議長として、甫長公選を要求する次の決議文を可決し毒会議長と毒内

の町内会畏に畏鬱した‘繍。

決議文（南会議長宛〉

議長の選任は民主主義の尿嚢彗によ惨絶婦公選の方式に依るべし

理霞

i．戦蒋下選益せられたる毒会議貴は現在の覆民の意、懇を代表するものに葬

　ず

2．毒致協議会の名に於て秘密審議の誹陰

3．現在の急遽せる食糧事構に鑑み、市長は勤労大壊の基盤より選任すべき

　ものなむ

右決議す

昭撫2董年5月貿嚢　南長公選毒蔑大会

決議文（町会長宛〉

市長の選任は民主主義の原翼輪こより絶講公選の方式に錬るべし

遷蜜

i．市政の完全民主化のため銓衡会議の事前に町民大会を饑くべし

2．簿会長は町甕大会の決議鄭ち町民の総意を結集反験すべし

3．黄経穰遷的縫実を以ての欠席は民意尊叢上留意されたし

右決議す
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昭鞍欝年5月貿鰻　甫長公選毒民大会

　また、代表者会議を直前にして、二つの量論調査麟実施された。韓本輿譲調

査会函館支部ではr毒長及市会議員開題につき貴方の御意見を麗かせて下さ

い葺　と毒民にカードを潰す形の調査を実施し、その結果を5月欝欝に公表し

た｛働。それによると、次のような結果であ瞬、市長公選支持とともに、現斎

長への不鱈任と現霧会議員の代表牲への幾舞の声藻強いことが判窮した．

毒民投票選挙にする

新湊長躾補を選び斎甕投票をする

環海会議員に一任する

新叢叢を選びたい

再選支持

麗斎会議員は毒民の代表たる資格あり

　　が　　　　　継　　　　資賂なし
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　つづいて、5月22磁こは、町内会窃身形実施した盤識調査の結果の一部嚇、

次のように発表された（鋤。

名
東
生
耀
岡
津
歳
郭
島
幡

会
　
　
　
　
　
　
稜

町
弁
柏
葉
鶴
海
千
玉
中
八

公選支持

　　308

　　35§

　　墾8

　　330

　　95i

　　5鴨

　2，i58

　　792

　　93馨

甫会推薦支持

　　　46

　　23§

　　　鑓

　　　鎗

　　　i75

　　　§

　　獣｝8

　　2蓬3

　　　i7G

－95一

公選支持の銘率

　　　　83％

　　　　6§

　　　　86

　　　　鱒

　　　　84

　　　i春§

　　　　8i

　　　　76

　　　　84
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　〈霧長候補者選考各屡代表春会議〉

　5擁22濤、議長候補者銓衡協議各贋代表者会議が闘催され、市会議長から招

請された者の約単数のi総名が鐵潔した。この会議では、まず罫公選と決定し

た場合、議会はその法的立場において会議の結果をそのまま実行するのかまと

いう質闘が鐵され、毒鋳痙長（市会議長〉はぜ十分その結果を尊重する謹と答

弁した．次に、59町会の量譲調査の結果麟参考資料として発表された。それは

公選賛成多数の町会53、市会一任賛成多数の町会2、調査未終了違と鞍告され

た。そして、起立による採探の結果満場一致で公選と決定した。つづいて、選

挙の方法について議論されたが、衆議院議員選挙法に鄭して実施すること（欝

密立候補講、男女2§歳以上の驚異の直接選挙〉に決定し、その欝総と運営は公

選準備委員会を結成し、それに委在することとした｛絡。

　第董暴公選準備委員会は、5月25蒙に麗催さ為、委員鍛名のうちi7名が鐵駕

した．その内訳は．毒会議員遵、野会長嘆、労織懸捧3　（函館ドック、詫海道

新聞、港湾の各労纏〉、政党・政被3（縫会党、共産党．蔑主主義実践連鐙瓦

嬬人会2、濤工会i（大島寅吉〉であり、保守政党としては公選に縫与しなか

った。準備委員会は、玉〉驚褻斎会議長を蕊麟選挙長とする、2）立候補締饗

馨を6月欝馨、投票嚢を6月絡韓とする、3〉投票勝は各町会事務藪、投票管

理者は町会長とする、4）選挙費融ま各町会負蓬とする、5／有勃投票の2割

に満たざる得票の者は失酪とする、などを決定した〔旛．幕政協議会は、5月

28羅これを了承した。公選準備委員会は、さらに5月29羅と6月登霞の協議で、

投票総数が有権者の5割以下となった時は、選挙を無熱とすることにした。そ

して、麟台市の公選結果に鑑み、そのような事態が生じた場合には．公選は時

蟻講軍と縄擬し開票せずに毒会の推薦に一任することにした｛綿。

　なお、6月i葭、北海道独露の食糧メーデーが聡催された．饑餓では新燐海

畔慰霊堂前に串疑i万金名解参集した。そして、函館ドック労継の小原委員長

を議長として、i）食糧の毒民管饗即時擬行、2）食糧靖策に誠意なき愛車会

議員の講授選挙後の総退瞳、3）市経済課長の退緯が液議され、その後参趣者
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はデモ行進で毒役解義に結集し、代表委員鱒淡議3項を市長代運の勤役、毒会

議長に手渡した〔鋤。退陣要求は市会議員にむけられていた．

　以上が、露館辮の市長公選運動の経遍である。5月6馨から、運動のイニシ

アティヴを採鯵つづけたのは桂会党支部を中心とする革新・労働勢力であった。

彼等の斎会撹判と醗内会長監授の活動や商民大会蓬、薦会や町内会長にどのよ

うな影響を与えたのか、保守勢力綴の動絢摂新驚で全く鞍道されていないため

よくわからない．革新派の運動は、竃疑のなかで纏織的に綾絹されたようにも

患われない．それにもかかわらず、5穆3欝には、毒会がすでに公選の方講を

採聡し、5月22籔の代表者会議では、議会議員、町内会長を含めて満場一致で

公選を決定した運嶽は、この時期に市民の毒畏公選支持盤講と翼賛霧会撹講鍵

論が猛鰹的であったためと思われる。

　3　薦長公選選挙の震麗

　〈候補者の擁立〉

　詑海送新聞は、驚長躾補者として、登藪良作（境南長〉、霞麟松次藻（麗市

会議長）、恩賀徳之励（発毒会議長〉、憲谷一次（愛顧役）．斎藤与一難綴）、

（薦衛長〉、小燐藤露鶴（羨商工経済会支部長〉、そして、革新系から宮岸十次

郎（鮭会党支部長〉などの顔触れを予想していた。

　まず、薦長公選運動を推進してきた葦新・労縁露懸体は、盛梅毒長選挙も共

瞬戦線で臨むことを申し合わせて籍た。ところが、縫会党ぶ峯選第一主義をと

り、わが党毒長の下で秩の甫会選挙を存稗に縫うことをめざして、6月i臼、

内務窟鰹鐵身の元寮長で東京にいた数本森r鶏を推薦し、立躾補を悪趣た．

薮本は、鯵29年から37年豪で2難8年曝露甫長をつとめた．そして、教本は戦

前・戦串の南致の最大の争点となった露館水力電気（のち帝国家電）の事業市

営化開題と、ig誕年の露館大火のあとの復興事業で、帯長としての夢一ダーシ

ップを強力に発揮し、毒民から人望を集めながら、斎会多数滋（政友会・登薮

良俸議長）と対立して退任を余儀なくされたという経歴をもっていた｛磯。縫
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会党は、革新・労鶴勢力内の典麗関係よ疹も、数本の人望と政治行政能力に擬

待し、支部長の宮岸瀞上京して教本に鐵馬を懇請した。そして、6灘鍛よう

やく壌本諏（詑海送費主連蟹、縫会党函館支部）は6月i2臼から選挙運動を器

始していった〔鋤．

　これに対して、共産党、函館地薮労協、民主主義実践連盤の三躍棒は．社会

党の態度は甕主戦線結成途上において選憾である、教本躾補は嚢労大衆とかけ

離れた人勃である、と撹耀し、6屑8馨、市内の富岡鉄工断重役の沼武夫を推

薦し、届鐵た。濯は、戦前横濠で労働運動の経験騨あると紹介された働。沼

の推薦痩体は、地麩労傘下の段間労懇と醗鉄労緯であったが、麟館事後駈職員

総合はこれに参撫せず、中立の姿勢を維持し哺の表裏に遜睦する人勃、地方

露治に通鏡する候補、現下の危局を果敢に突破する熱意の漸有者・特定の党に

偏せざる人勃達ほか欝項霞の軒良き市長達の条欝を掲げたメッセージを毒疑に

発表した（46〉。

　縫方、保守漂の有力政治家も政党支部も斎会議員も、だれも毒長躾補擁立に

動かなかった．そして、戦麟の商工会議承や戦中の商工経済会の董灘会頭や支

部長をつとめた岡本康太鄭、斎藤栄三躯、心癖弥羅鄭らの毒財雰の夢一ダーた

ち摂、立候補締め饗瞬当馨の6月欝馨、ようやく現職の登壕喪俸を推薦し、立

候補を届轡た。市長公選選挙は、結局、高橋患春（無訴属、葭薦〉、沼武夫、

教本森一、登数段悸の4名の候補者によって騰われることになった。

　〈選挙運動と選挙結果〉

　6月欝馨から投票績蕪春の6月捻蒙まで、選挙運動が展籠された。ただし、

坂本候補は東京にとどま穆来醸しなかった。各派は、共通して宣伝戦として、

連舞の新露菰告を掲載し、国民学校で演説会を雛催した。しかし、難問ぶ短か

いこともあってか、擬して言論戦・文書戦は抵講であ甑散策的争点は形成さ

れなかった。投票後、各候補者や選挙責任者は、夢各滋共に演説会は案外抵講

ギ選挙熱の薄かった露館覆践まという感想をもらしていた（絹。また、紛織戦
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の内実は舞窮しない擦、詑海道新鹿は新高橋患春氏は連騒十字街壷びに大霜で、

壌本氏を推した桂会党支部は各警会事務漸を輪番的に、労纏雛議会から鐵馬し

た沼氏は各職場事務勝壷びに町会を舞台に今や火の言論戦務を籍いてるる3鶴

と鞍遣してお静、壌本、沼の革新系二派のほうがむしろ町内会や職場単位のき

め羅かな選挙戦を麗麗したのに薄して、登壌灘の選挙活動は黙こ見えなかった。

一か月前までは登薮市長支持派といわれた講会議員の多くは、この選挙で特定

の候補を擁立しないだけでなく、選挙運動にも縫与せず、帯長選考を一般毒民

の投票に一任したようであった。

　6欝欝馨の選挙結果は、次のとお蓼であった。

者
数
率
本
数
　
橋

権
票
票

有
投
技
擾
登
沼
高

函館毒の甫長公選選挙（懲蕊年6月露鶴

　9§，2総人

　57，6§3票

　　58．§％

森一（元毒長、桂会党推薦）

良　作（麟霧長、商工経済会有志推薦）

武　夫（興産党、地温労協推薦〉

忠　春（雑貨商、露薦〉

魂5，67玉葉

8，3鱒票

2，373票

　7婆2票

　農村蕊の湯鱗町や漁編の多い住吉町では、蟹植えや繊漁と重なって投票率は

5割を翻った恭、その縫の住宅地や商業地では投票率は高かった。しかし、そ

れは市民の公選への縫心の高さというよ渉、公選の管理運営主体となった霧海

会の組織力によるものであったと、馨われる。当欝、投票毒導はじまり藍午になっ

ても投票率は2割5分程度で、このままでは公選矢数溺危ぶまれた。それで、

各驚会では投票率を上げるため、r棄権鋳鉄、投票督励に嫌人部がメガホンを

もって隣保瑳を駆け魑つたまギ午後から各簿会とも棄権鋳箆の街頭運動に乗饑

し、隣緯を動員して躍趨とな滲駆穆鎧しをしたの摂麟を奏≦｛鰯した・
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　選挙の結果は、輸入・充職の壌本の涯勝と地元・藤織の登薮の惨数という一

見予想外のものであった。また、地区労協の推薦・支援にもかかわらず、沼躾

補は4％の得票にとどまった。この結果について、北海道新鷺は、まず登壕候

補の敗霞として、劫経済雰有力者の推薦で票を集められると露己遍繕におち

い善書論戦、紛織戦を軽観したという戦徳上の誤まりと、2〉登壌の入構とし

て迫力姓に欠けることをあげ、毒疑は食糧亀機のなかで強力な指導者を求めて

いたと指摘していた・そして第3に、当時の憲罷の憲政への心運を次のように

説窮していた．

　騰民は戦時中強涯されてをり，英邁接の積怒の繋象溺講授勝であむ、それ

はそのまま藷役蔑の上灘たる毒長に対する反感となってみたこと、市役駈は戦

時中政誇捲令の中開機灘化した感があ鯵、下清を踏みつけて下達專麟であって、

当時の命令者が豪だに講じポストに坐ってみる、これらを更迭させて清新な民

主新騰を吹き漉すためには纏れ縁続きの繭毒長では駄疑であるといふ空気がい

はず語らずのうちに帯畏心理に反験してみた達鰍．

　つま雛、函館甫民は、斎会による再選が有力規されていた戦時中の専灘南致

の責紐者を直接公選を通じて公職から追放したのである。

　次に、沼候補の敗詑は、地麹労協が地域社会に建をつけていないことを証窮

した．縫方、藪本候補癬圧勝した要霞については、i／登藪と薮本以外の二躾

補ぶ無名の新人で有力な競争櫨手ではなく、登坂への概甥・不満票が薮本に大

量に流入した、2）F往年の水電争議峯時の瞬候補の精力的な街頭漢讃や港祭

麟始者としての翼氏のハデな茶§ッ気振吟等ぶ、未だ婦人屡の鹸底に濃く残っ

てをり，極度に窮追した食糧事椿につまされて、之を強弓1に突破してくれる

‘‘

Kヘの撞擦をそれに結びつけたものと解釈されるま｛籍と説窮していた。薮

本の当選は、推薦した桂会党のカによるものではなく、候補嚢身への市民の期

待によるものであ雛・薮本は嚢撫党から立繧i補しても当選しただろうといわれ’

た．

　壌本森一の当選麟決まると、6月鰺霞、函館毒会は満場一致で壌本を毒長に

　　　　　　　　　　　　　　　一鱒§一
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推薦し、数本は8層葺韓第8代函館議長に就任した。また、縫会党函館支部は、

6舞i8嚢壌本新毒長に嬉する次のような盲嚢労大衆を基盤とする函館毒致民主

化への真棒的要望事項蓬を発表し、地薮労協との関係を修復し、講者協力して

新毒長にこれらを要請していくことにした（鋤。

i．食糧婦策　原則として人民管遷を数行しなければ危機突破は不再籠である。

　なお、瑠内で生産される農機具その纏農村講け各種資梅は、道庁その地に敏

　存せず、霧独霧の立場から各種食糧との勃交潮に撮む懸ける

2．衛生麗題　毒疑の籍生観念藻揚に拍車すると其に松癖町、露、鶏方藤の駈謂

　新雛地は暗渠群水を行ない美しい住宅地とする

3、教育開題　実嶽問題として教員は現行給与では生活不能であ琴、羅家にの

　みこれを歓喜することはなく、市察体として臨急に適宜な援護方法を樹立し

　教官の安定をはかる

4．隣接野材と遠やかに合餅して、毒の食糧危機突破と簿村の文化講上を嬬す

5．港湾の聡題　難館港湾機縁髭の軍急促進を簸すと其に、将来現港湾と大森

　浜開の霧海貫通大運溺を完成し、臨港線を錘i長し水運の機動性を持たせる

6．平熱産業の迅速なる再灘

　擾本市長の丁では、ひきつづき食糧と石炭の確保漢毒敵の緊急の課題であっ

た。また、吉霞内襲と道庁に殺する官公労麟者の労働敵勢が函館でも展騰され

た。しかし、教本帯長と縫会党・地籔労協は協調麗係を維持しつづけた。1鱗7

年の前単には、函館毒は再び長橋かつ深灘な食糧竜機におちいり、主食の遅醍

は2月下旬で鎗譲、4月中旬で33醤におよんだ、そのため、壌本毒喪は、強力

な食糧薄策を望む決議文を各党、各労総、各町内会からく警かえし突きつけら

れた（識．2～3鴛には、町内会長を亨一ダーとする来よこせ町民大会と食糧

デモが全市的矯模で醗催され、3月欝欝こは町内会長打ち合わせ会主催で、食

糧危機突破市疑大会が灘鯉された麟．しかし、この来よこせ運動は市長撹醤

には海かわず、むしろ壕本妻長搭函館市疑を代表して道庁の食糧行致を幾判ず

る姿勢をとった。そして、響47年違∫毒の第i曝統一地方選挙では、壌本森一は
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鮭会党推薦・買主党支持の無断属で立候補し、蠧毒党候補をし鯵ぞけて、次の

ように涯翳し、函館帯長に再選された。

者
数
率
本
代
橋
秘
醤

権
票
票

有
段
投
叛
露
高
大
中

　　　　饑餓議長選挙（欝葬年4月5印

　i（妻7，竣9｛｝人

　　63，§8？粟

　　　　59％

森　一（前市長　縫会党推薦・隻生覚支持〉

駕　治鰭趨党支部幹事長〉

、忠　春（無誘属、雑貨繭）

庄　総（共産党、食贔業）

隷　郎（無漸羅、新鹿釜灘長）

55，護52票

5，523票

i，059票

　92奪票

　233票

　また、この欝蘇年嘆月の一連の選挙では、函館構内で、北海道知事選挙（決

戦〉では縫会党の銀甲敏文が綴，欝雀票（溌．塁％〉を獲得し、衆議院議員選挙で

詑海道3麗（定員3名〉から館綾里灘3，遵欝票を獲得して2位で当選した。そ

して、市会議員選挙（定員囎名〉で、縫会党・労継勢力は無漸騰の労緯代表畦

名を含めて欝名の毒会議員を当選させて市会内の最大会灘に成長した。さらに、

教本毒長の急逝によって実施された欝47年賞用5駐の市長選挙では、縫会党瀞

推薦した現跡役の宗藤大陸（戦時中は、台湾総督府勤務、台中毒勧役、高雄毒

長から台湾製籍総務部長を歴任〉躾補に、露出、民主講覚か根乗りして、宗藤

解共産党候補に涯勝した．結果的に、南長公選運動は、函館毒に縫会党の拡大

を麟提にした、官僚愚身霞長と保守・縫会総与党幕政をもたらす鐵発点になっ

たといえよう、
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　変れば霧長も公選3

幡　詫海道新鷺（蟹館版〉欝薦．5．3罫大勢は現辮長を支持、一鶴毒議は反対’歪

麟　詑海遵新礫（馨館版〉簿蕗．5．5菱無詫名の玉名連記で躾補者を投勲

鱗　詑海道新灘（露館叛〉欝妬．5．7F祇会党支離藻懸を決議圭講5．8「須く輿譲を

　尊重公選旛行を要議

醗　麓海遊新縫（藤館犠〉欝4§．§．9賄長公選を謀議、労線代表議会議長と会見嵯

㈱　誌海道新縫（醸館蔽〉雄46、5、7『われらの霧長は我らの手で選べま

麟　詫清遊新鹿（函館藪〉欝総．5、§ヂお互ひに腹に一勃、議長問題暗礁に乗鯵上

　ぐま凝5．驚嘆らに遅麺する市長銓衡ま

鱒　載海道新驚（襲館蔽〉雄蕊、5．8r帯畏注撹の的、寮長公愚

鱒　詑海道新聞（函館蔽〉鯵46．5．鶏眼主戦線の結成気運を醸成≦

鋤　北海道親臨（饑餓蔽〉懲菊．5．翼F町会遜事会の解激要求達

鱒　蔵灘遂新鹿（薔館蔽〉i鱗6．5．鯵ギ揉みに揉んだ爺長銓衡、飽迄疑意を尊

　動
働　詫溝道新擬（嚢館版）欝妬．5、器駿籔行歎は越権、町会長の態度を盛観ま認

　5．蕪要事政協議会を監観せよ．徒会党支離声購書を発表諄

鱒　詑轟道観縫（灘館蔽〉韓鶉．5．鋸簸f会長が町費の輿論を聴取圭

繍　詫海道新鷺（霞館藏）捻嚥．5．鰺「公選書式をとれ、毒長公選毒渓大会決議達

鱒　詑海進新鹿（函館叛／鯵妬．5．欝r畜長公選に賛成、輿譲調査に現われた市長

　の声ま

一欝4一一



欝鋸年の霧長公選運動韓（窮月竣洋）

　　北海道新騨（函館蔽〉轡郵．5．22旺縫的に多い公選ま

　　詑海送新縫（函館蔽｝懲弱．5、23醸鰒毒長後任周題、満場一致で公選穿

　　靴海道新聚（靉靆蔽〉鰺蘂．5．26「講二十歳以上の毒見で町会単盤に実施歪

　　麓晦遜新縫（函館叛〉鴛妬．5．臆罫串長公選具体方法決るま瞬§ユ評議長躾補

　者の予選ま疑§．鷲罫毒長公選最後の準備委員会ま

㈱　認溝遂新灘（露館駈〉欝嚥．6．2ゼー万余の食糧メーデー雄

総　斎藤与一雛　露73～欝磁年新潟察生まれ。露編年饑餓にわた瞬8器年獲麟罷

　業。醗館薮伝染病病鶴長、婚2暮～壌7年露館教官会長、難38～囎年醗飽海長。

麟　荻本森一　露83～欝数年棄窟盗まれ．i㈱年東大（政〉卒業、内務省入省。

　簸皐、集塵、大飯の警察離長、愛知の内務藻長、台湾総督癒警務局長をへて、

　i§2§～37年藤館露長、i璽6～遵7年爵館旛長、9月i8灘購溢壷で急逝．

総　籔本森一薩奪露霜の電気事業買鞍聡題垂（函館箏役藪、鯵33年6講）購浮鞭蝶

　契緯に簸縛する電気事業買取交渉の経遍遷（函館畜役藪、ig36年爵月〉および

　　噛館寮講帝蟹電力会緩の紛争解決王ぎ灘南霞題薄第29巻第4暑、欝欝年猛層、

　鶉7～4灘ページを参窯．薮本の電気露営譲は、電気事業露鋒の公益姓論ととも

　に、電気・電車事業からの駿益を、増大する鶴毒の行政需要のための安定財瀬

　として確保しようという鄭市経営譲にもとづくものであった。

　　詑海道新懸（函館1籔〉欝蕪．§、鴛「塚本森一氏立起を董式受諾ま

　　北灘道新騨（麹館蔽〉簿4§．6．9獲蔓館毒長躾補王氏、王難と縫会党支鑛講堂達

　　詫海道新興（露館蔽〉露鶴．§．難罫良き畜長選慧餐こ遷解と協力希む謹

　　詑海進新篇（露館蔽〉響薦．§．i7旺嬉しい選挙麿蕪、当落よそに各躾補の心

　境涯

　勲
　　瞬、L

　　極出一難蓼函館市長公選史概要鴛鐙～擁ページ

　　函館新懸欝47．3、媛F空腹竣勢愈々きびし重

　　函館新羅婚47．3．8ド霞異大会は十嚢、毒役新前圭

麟

雛

㈱

㈱

鱒

鱒

（鍮

鶴

㈱　詫海道新鷺（靉靆藪〉雄蘂．6．i5ギあす投票舞、吾等の市長は吾等の乎で」

麟　詑海道新聡（函館叛／i鱗6．6．葺ゼ公選に雛激講らか、けふ灘票達

鱒　乾海道新聡（馨館版〉欝蕊．6．欝絡選はカヘの難濠、醸鯨帯長繞る公選諾

騒

麟

鞭

麟
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行政鮭会読集　第9巻　第2弩

第2簾　室蘭市4〉市長公選

　i　戦蕪・戦中の毒会と甫長

　〈軍需工業都毒室麓〉

　室灘毒で、毒長公選が実施された直接の契機は、簿鶉年5月7β、松尾孝之

議長の病気による辞意衰弱であった。松尾は、i鱗5年葺月に毒長に就任して以

来、病床に伏しがちで寮長綴に退騨・公選要求漢起きる原翼かあったわけでは

ない。それで、第iに、竃長公選成立の前提として、なぜ室蕗市会蒼容易に直

接公選の実施を容認したのか、その原霞を推離するために、戦前・戦中の毒会

の毒長選考史を験討しておく、また、第2に、市長公選の選挙を夢一ドしたの

は、毒会や政党でなく室薦地方労働鰹合協議会であったから、敗戦甕後の労働

縫合の結成について験討しておく。

　室離は、綿92年の岩見沢一室蘭間の鉄遂聡通と、馨清戦争時の石炭の特劉輸

鐵港捲定を前提として、磨露戦後に馨本製鋼漸室蘭製搾恵、第一次大戦類に北

海道製鉄輪西製鉄翫解設立されたことから、灘炭・木轡積み鐵しの港湾擁甫、

兵器生産を中心とする重工業都毒として急速に発展した．そして、その問に人

購灘鰯年薦，鍬入から窺2年の52，i58入へと激増し．ig22年に毒麟を施行

した．室蘭は圭1認の発展遍程の結果、軍需景気に左右される三井系の企業城下

簿とな吟、霧の生産総額の8撰ぶ霞鋼、輪西の二大工場の鉄製騒によって占め

られつづけた。財政的にも、中心工場の翼鋼は19盛年に9万需、欝23～28年に

平均5万懇の市税（寄付金／を支払い、市財政の4割強を負握していた（恥そ

のため、騎長・薩長から初代霧長となった串替俊清はギ予算案は議員に見せる

繭に暮夜ひそかに製鋼漸幹部に内見させ、その意向を織滲こむことを忘れなか

ったというま｛2》。そして、毒行政の中心濾・一貫して載海道炭鉱汽船や日鋼のた

めの港湾施設整備事業、工業罵地造成・海岸埋立てとその払い下げであった。室

薦の致露舞の夢一ダーであった佐々木晦造、栗抹至愚3｝、繕薙平太躯㈲らの地

　　　　　　　　　　　　　　　一驚6一



i鱗6年の毒長公選運動轡（燐灘竣洋／

元企業家たちも、龍炭、露鉄、三寿勃産、馨鋼、輪西製鉄・王子製紙（苫小牧

工場〉の荷役・港運・給水葎業の請け負いから経営の基盤を確立し、さらに、

港湾・工場罵地兜蟹にからむ秘権の獲得満、第一次大戦蠣の広域陸海運業・造

船業・道薦観光麗発へと進鐵・発展していった。

　また、室麓は労働者の鄭毒であった。工蟹8年、室誌褻の人籟5亀7総人のうち、

β鋼・製鉄爾工場の従業員は6，§倉§入、その家族をあわせて懇，§§G人であ、り都

毒入舞の鎗％が暮鋼・製鉄麗係者であった。そして、爾工場の櫓薄的高賃金や

桂宅、購売纏合などの厚生施設という有利な労働条件を背景として（駄獣離の

室薦では、労働運動や無産政党は発展しなかった傷．玉9簸年6月には、β鋼の

なかに友愛会支部麟設立され、松岡騎吉・三本治郎などの全露的労懲運動指導

者を輩鐡し、室蘭は一瞬霧友愛会の糞力擁点となった。しかし、i綴7年3月の

蒙鋼大争議で友愛会綴か敗蔵すると、友愛会は室薦から完全に欝除さ轟た。や

がてig欝年雛鍔、馨鋼に労資協議麟ぶ導入され、かつ共済・幾睦懸体の労働懇

議会（6，0暮暮名／が発達すると、嚢鋼の従業員はそれを基盤に普選運動を展饑

し、ig2暮年には市内の中小商人壕からなる憲政会華新派と提擁して・霞鋼の労

務課長・購売纏会長の濁本幹輔を衆議院に送穆懲した。労働懇話会は、致友会

支醍の室薦に憲政会の地盤を形成する中心勢力となった｛翫さらに、β鍛・製

鉄の往業員は、縫宅地域から多くの会娃灘南会議員を労資一体の選挙運動で議

選させた。会縫潔斎議は政友会と民政党の閥でキャスティング・ボートを握翫

一貫して議長の与党となって毒駿に大きな勢力を保持しつづけた｛鋳。

　縫方、欝26年には、濤本労騰組合評議会の詫海道地方評議会オルグと市内の

政治扇究会によって室蘭合瞬労纏が緯織された。しかし合購労組は大経営には

入り込めず、少数の港湾荷役労働者を組織したにすぎなかった・属年・合講労

緯を基盤に労働農民党室蘭支部（準備会〉が結成され市会選挙に候補者を立て

たが、同党は議窟を獲得できなかった｛里，争。つづいて労農党はほg27年・東部

海岸埋立地（市有地〉の浅野財購への無償提供腿題をめぐって、幕政革新運動

を起こした（鐙．瞬党は、鴛舞2β、毒政麟新演議会、毒疑大会を聡催して、

一驚7一



行政徒会講集　第§巻　第2号

毒政を年算る磁麟平太難、徳中祐満（バス会纏縫長、後逮〉らを続物し、埋立

地放棄反対、水道・電灯料金髄下げ、無料宿泊藪設鍛などの市政をめぐる経済

要求とともに．毒長辞職・霞会解激と「糞会の解散権、毒長の任免権を霧民に

与へろ擁2｝を要求した．しかし、翌年の三・一五事件で窒薦の労農党・合隠勢

経は壊滅し、その糞政革新運動は戦後に継承されなかった。小樽、函館、錨驚

では、市会に無産政党懇進鐵し、婚講年代に労働運動淋存続した。それに録し

て、室蘭では欝鎗年に縫会民衆党淡毒会選挙に立躾補した（飯鐙義雄・落選〉

だけで終った。この地方の被疑党は、青松克麿灘であったため．簿32年社費党

から脱党し、簿33年β本主義の醗疑協会に麗した。そして、国費協会の旗松克

麿は欝36、37年に北海道4藪から衆議院選挙に立繧補し、珍37年には娼，588票

（室麓市内で2，357票、3盤／を獲得し、トップ当選を果した。欝莞年の翼賛

選挙では、嶽松は落選している麟。結局、室藤では、労働運動と無産致党は

基盤を形成できなかった麟｝．数戦置後、室蘭で労働縫合や葦新政党が結成さ

れた時、戦羨・戦中の被会運動経験者癖存在しなかったことは、戦後の室蘭毒

政の趨発に淡定的な意殊をもったと思われる．

　〈戦前の政争と謙長選挙〉

　室薩の政暴は、鱗会の時代は地禿資本の佐々木（中立／、栗林〈政友会系〉、

繕鰭（憲致会系〉の王難の抗争の歴史であった僑｝。しかし、第一次大戦後の

匿会～毒会の時代になると、衆議続選挙での憲散会（翼本幹輔〉と致友会（栗

林五醗〉の繋立、および地方政治への蔭鑓・輪西製鉄の進鑛を契機として、佐

々木・繕綺両派潜衰退し、政友会栗抹諏（欝欝年政交擬楽部→給鍵年室蘭疑志

会→欝欝年数友クラブ→鎗33年簸屑清趣会〉と、憲政会誼民致党（欝20年庚申

倶楽部→欝欝年憲政クラブ紬欝麗年民政倶楽部）と、霞鋼縫嚢灘の三振都鼎立

するようになった（表臆を参蕪）。

　そして、ig26年欝月の毒会選挙をのぞいて、一貫して第一党の勢力を保縛し

つづけた政友会は、i毅3年まで韓鋼社員および中立諏を駿方に瞬き入れ毒会議長

　　　　　　　　　　　　　　　一驚8一



欝鵯年の寮長公選運動紛（窮月俊洋〉

表2§　蜜窮斎会の党滋騨構成

覚 海関22・欝繍灘ii§3㈱細窪細34・欝1董935、3醐．欝擁濠聾

砿会（翻会肩
　　松尾灘i
　　篠鰯諏1憲致会＿懸堂l
　　　　　　i
欝　　糊
塗　　　　　　立・
　　　　　　…
（欠　　　　員〉

i3　　　　　9　　　　　工（｝　　　　i3　　　　　茎8

　　　　　　　　　護　　　　嘆
　　…

8　　　i3　　　ii　　　　　　　　6

8　　i　8　　　　8　　i　　　　　　8
　　1
7b　i6　　72｝i　　　§
　　i　　　l

i董　　　一

塁　　　　一

9　　　一

驚　　　　一

2　　　　一

算
9
騰

　
　
§

　
　
3

　
　
6

　
　
3

　
　
欝

「一噛　
　
認

　
　
認

薦
騰
貴

鍵　
鑑

騰
翼
舞
建

　ζ室雛毒議会史雲霧7～822ページよ善棒読．欝33年簸舞と謄35年3毒は寮長選考をめぐ

る会灘の変動をしめし定．傘立の内談は，暮離々木・繕縞滋§と蟹鉄職員2、2〉政友

系5と暴致系2

職を獲得し（表器の⑫を参窯）、誕議長は民致党から超すことで、毒会跨の各

諏の均衡を維持してきた。しかし、致友・民政爾灘は毒血中学校の建設や港湾

施設の位置と罵地買取などの市の公共事業の鵜権をめぐって、統争に瞬け暮

れ｛締、罫政争の時代茎旺帝政紛糾の時代蓬麟長くつづいた。

　と警わけ，各諏の銃争の焦点となったのは市長選挙であった。まず、婚29年

の2度の毒長選挙で政友会と民政党ぶ激しく贈立した。また｝懲33年秋には、

松尾蟹次市長の再選をめぐって、与党であった政友会越度松尾の栗秣徳一灘

（橿緯幸助、竃穣俸毒ら6名）と訟尾市長派（秘露佐一郎ら4名〉に分裂し、

反松尾灘は民政党系の一部を越えて清灘会（玉3名〉を結成した。逆に、野党で

あった異数党は、政友会松尾灘および馨鋼社員派と連合して松尾再選を実現し、

松尾霧畏与党の事故クラブ（i4名）を結成した。斎会は、政党内閣の懇懐を反

験して政友・民政入滲翻れ、毒長諏の藩政クラブ、反叢叢灘の溝秘会、中立の

屡鋸社員灘の新しい三振によって構成された。そのため、清報会と甫政クラブ

の鱈立は深灘化し、簿騒年欝需の毒会改選で罷勝した溝諏会は、韓鋼派と連合

して松尾事畏を翌年2鍔辞任に追駆込んだ（踏。
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表箆　室擁4〉欝長と策会議長

①　瑠長

氏

村
驥
尾
瞬
醸
羅
綾
尾
谷

串
縫
松
轟
撰
上
土
松
熊

代
代
代
代
運
代
掌
代
代

2
　
5
　
　
8
管
　
M

～
　
～
　
　
～
務
　
～

i
3
違
6
代
7
職
9
憩

　名　　　　緩　　　蟻

酸　　溝　　　i§22．i2～29．3

幸豹　欝2§．5～29．9

蓬次　魏9．i2～35．2
薬勝　i§35．3～37．ii

一・ @　二　　　　聖937．i董～38、　2

逓　　次　　　生938．2～逢5．i

一　　誠　　　　i§謹5．　2～45．i　i

孝之　雄蕊．玉i～難5
綾　　雄　　　 董9違乏3．　8～63．　達

　経　　　　歴

室鶉町長

室懸毒勤役

蒼狩支庁長

元事長、毒会議長

竃勤役

徳轟梁知事

競轟道庁事務富

衆議銑議員

露鉄室誌管理局長

⑫　驚会議長

i
2
3
逢
5
6
7
8
9

代
代
代
代
代
代
代
代
代

　
鶴
勝
薦
縣
高
晦
満
躯
講

名
次
　
　
一
　
　
　
一

　
携
幸
俸
鑑
義
俸
祐
字
詰

　
靉
靆
懇
瞬
申
鐙
中
蒙
串

氏
　
今
福
蜜
替
瞬
寛
徳
霞
徳

　任　　　　難

ig22．i｛董　　　～33．　i

玉§33．　2　　　～35．　2

1§35．　3．23

ig35．　3．2S～38．i｛｝

懲38．欝

欝逢2．i§

簿43．違

i鱗5、6

董9鶉．i2

～違2．欝

～淫3．3

～逢5、6

～鶉．董2

～47．護

　　党・会派

政友会

政友会（溝隷会〉

政友会（溝秘会）

政友会（松尾濠）

政友会（清融会〉

濃政友会（溝稲会〉

醸渓政党

灘政友会（濤趣会〉

i羅愛敬党

ここで、清頼会の栗林灘は後錘毒長に腿振支庁長の郷村長太郎を予定していた。

ところ摂、その直後の毒長選挙では、清秘会のなかで、栗躰徳一に不満を描く

薦会議長の橿購幸動ら橿濁諏漢、清魂会を大挙して脱会し、民政党、政友会松

蘿派、欝鋼漂の票を集めて、溶融会残留派を彊立させて、福灘幸劫を市長に選

鐵した（鋤。このため、欝35年3月議会は、福岡市長派が合漉して結成した公

査クラブ（濤鵜会脱会緯8、疑敢クラブ6、政友会松尾派畦〉、反毒長灘の清

秘会、与党からやがて慶福灘にまわった臨鍛灘の新々三派から構成されるよう

一工欝一
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になった。

　醗政以棄、室蘭を牛耳った致友会の栗赫滋清禰会は、2度の分裂で勢力を後

退させた斜、溝秘会をとび墨して新々多数灘を基盤に第6代市長となった橿岡

幸助｛職も安泰ではなかった。与党の公蕉クラブは、まもなく瞬溶融会の毒議

が濤麹会に引き戻され’、瞬政友会松尾諏も號会して、のちに大講クラブを結成

した・公正クラブに残って福瞬を支えたのは、かつての致敵の欝民政クラブの

毒議だけとなった（鋤。そのため、婚3？年3蕎指馨には、室蘭高等女学校への

毒の寄付金を晦長蕃奪擬したことを選曲に、野党の溶融会と疑鋼灘蕃握鐵した

市長辞職勧告決議案熱帯会で絡薄糞で簸決され、福岡寮長は葺月には辞種を余

儀なくされた〔鋤．結縄、毒会主流の政友会は、総尾豊次、篠岡幸助と二代に

わたって、自派が擁立した市長をめぐって分裂し、その議長を辞任させるとい

う失態を演じたのである。縫方、民政党は有力な市長候補を持たず、馨鋼諏は

敏争超然主義まを貫いて常に多数灘に属した・

　以上の畜長選挙をめぐる申会の政争のために，欝29～37年の室蕗議長は極め

て不安定な状態におかれ’た。室蘭毒会は．鯵37年まで表2iの①および表22のよ

うに、地発の市蜜局幹蔀か道内支庁長経験者のなかから毒長を選幾してきた．

しかし、表23のとお翰、その寮長全員渉市会の野党灘の撹判か失政・不董事件

を契機に次々と辞蕪に追い込まれ、欝22年からの憲政欝年間のうちで、霧長の

満瑚退任は2曝しかなかった、

　〈戦時申の薦会と市長の蝿立〉

　雄30年代に、毒長選考で銃争・紛繕をくりかえした室薦市会は、簿38年2月、

知事経験の大勃毒長土羅逓次を東京から満場一致で初めて輸入した。当時、甫

民の閥には軍人・’官僚万態の時代をむかえ、室蘭にも知事級の人勃を逢えるべ

きだという希望的意見渉存在した。毒長候補擁立に簸んだ講会各灘は、これに

乗ったのである。当時の室蕊は、ig37年の函館ドック・栗林資本の室麓ドック

の設立につづいて、馨中戦争下の軍需の急塔に応じた馨鋼・韓鉄の工場大舷張
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表22　室欝欝会の毒長選挙

授票摂喉　補　者懸　　　麟得票と支持会灘

贈i2⑧申醤俊画室藤区飽磁友・嚢鋼
@　　i蔀　須　董　夫…溺露支庁長i逢　憲　　酸
@　　陶本幹輔i衆議院議員い憲政　　　1

i鱗i剛率樗竣副麟鳶長…2i致友調鋼
@　　i擁　須　鐙　夫i溝蕪支庁長旨3　餐　　政
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜T

塩Q5鮒福懸幸剛旛　勧　役…’8政友譲鋼
@　　1宮麟寵丞…鑛警鰐長ii讃歎
　　　i　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　i
ｱ29．捻、製粉　尾　豊　孜i石狩支店長ほ7　致　　友、艮　　鋼
@　　海螢　達魎撤脹h銀致　　　　　　　…

ig33．ii．28矯尾豊次罐　南　長i2套鰍瞬および
@　　陣材俊測禿　毒　長i政離顯＊i
　略服鋤i元畜卸遵　クラブ鰯
@　　i麗婁太譲賑妻庁類　会
　　　…　　　　一ｦ3藪2漢31±　駿　選　次i小欝毒勘役i満　　場　　一　　致

i艇2、2．51土　緩　通　次i前　　議　　長　満　　場　　一　　致

　　　　　　　　　一鴛h523瞳遜一劇毒　騎　役i賛成2晒蛾3＊2
　　　　　　　　　　　　…於ﾘ5．難、錘．総　尾　孝　之…乗議院議員i満　　揚　　一　　致　　　　　　　1

『新室灘南吏　第二巻薩63～87ページから館威

＊i　溶融会友総尾灘は投票せず遜潔した。

＊2　表決の繕果は遂庁によって黙殺さ義た．

の最中にあ蓼、そのため労働者の流入で毒の人麟ま6万人代から鴛万人代に穣

増した。

　毒当局は、溝湾整騰と労働者灘の住宅建設と饒宅地の±地麩癒整理・街酪整備

事業に追われていた。ところ潜，市長に就軽した土居通凍｛鋤は．独断専行で

藷事業を推進し、毒会を無観して毒常会一町会長会議を重駕するようになったた
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雄蕊年の市長公選運動韓（燐刀俊洋／

表23　室蕎帯長の醇任建虫

退　髄　麟　　氏

　　　　一…

名 遷 痴 i姦錘靉靆

ig26．i2．8i中
　　　　　i
ig29．　3．蟹｝i

ig2§．9．麓1福

11艶碧i松

i§37．賃、61福

　　　　　き
獅2・2灘1土
欝4§．i．i8i

瓶ε．5，22隊

樗　竣

　
幸
豊

が
　
　
　
　
　
潔

　
驥
尾

騰　幸

駿　遜

か

尾　孝

溝‘

o籍満了　　i連年庭藤の糊ゆ　　i2年3ケ肩
裳…任期認了÷⑨　匿黒
　…瀞会の離鯨　　　ii難病
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

劉鞍欝欝櫓隆黒ll
之！病気　　　　　　　　　i7　ケ　月
　　　　　　　　　　　　　　　1

疹萩室羅毒壷第二巻薩総～8§ページよ静捧威、箏政上の央政・不董事躰は、

①帯立病競不歪経選、⑨清火詮汚職と税務課の公金横額、③霊薬高女寄縁金

周題、④家政高女敷地買叡鰯題．

め、や熱て甫長と市会はことごとく蝿宣するようになった．

　雄魂年2鍔の市長選挙では、甫会が難戦直後という時局に醗癒して、不平不

満を内褒させつつ土農再選を承認した。鯵蛇年欝鍔の毒会翼賛選挙では、今度

は土羅帯長が推薦躾補の人選に介入できず、市長灘帯会議員を畜絞できなかっ

た。推薦候補の人選は、脊権者の入舞蓄、具体的には連合町会毎に蟻域から23

人、蒙鋼嘩鉄の職場から欝人という離合で、各々予選会を実施する方法がと

られた．肇選者は、推薦27人、葬推薦9人（全員地域から露露立候補〉、繭・

元職2§人、新人欝人とかなりメンバーは交替したが、市会の反土居姿勢は変乾

しなかった。戦詩下の寮長と市会の鰐立・紛繕については、表塞の小年表に

まとめた．土居溝長を擁護したのは、毒会の大瞬クラブ（申小商人麟〉、連合

町内会長（地元商工会〉、軍部であったのに対し、甫会多数派、繭弼潔薮鋼駅

長（職、横欝一二帯勤役、そして詑海道庁は土居追い饑しをめざし、軍部も内

務省も湊会と寮長の講堂を調停できなかった。その結果、数戦前後の重大な時

蟻に、室蕗は道庁灘遼の毒長職務管掌にF代官支藤舞されるという最悪の事態

　　　　　　　　　　　　　　　一玉里3一
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表24　土羅叢叢と窒蕎斎会の鵡立

露4書庫i2月

ig毅年i月

ig遵2年2弩5露

　　　i絹4舞

i艇3年3鷲

　　　玉2月

簿44年3趨

5潟2膿

5月3倉貧

9月i銀

ig遵5年i肩8馨

　　　i月i額

　　　2月i綴

　　　3～6月

　　　6月5雛

　　　i絹腫臼

斎会の会難解溝、糞会議嚢会を結成

大政翼賛会室擁支額絃絞

土駿通次議長再選、岡鍔毒役蔭全焼

斎会翼賛選挙

青立家政高等女学校建設追越工事をめぐ駐車長と薦会が懸立、

富鑓議長が穣責辞経

薦会議員解毒長の退職を遜庁に要望

道庁解止駿毒長に察発緯退職を要求、28舞遵庁の舞欝内政蔀

幾が議会に後任毒長選考を命令

薦会ぶ横覆一二動役を推薦するぶ、満場一致でないため、道

庁に黙殺される

連合町会長会が擁羅季一鰹詫都舞欝金富に、露長と布会の調

停を蟹頬

徳中袴満毒会議長ぶ大連茂難残務大駆に土艦毒長辞軽要求の

意見書を提鐵

上銭斎長ぶ積鬱勘役を解種

土居議長摂辞任

土綾一誠道庁事務官が室擁毒長職務管掌に蟹命される

斎会議員3名が贈賄、醗給騒横流しなどで逮捕される

徳中毒会議長ぶ市長との財立の責錘をと警辞儀

毒会炉訟尾孝之を市長に選任

『新室蕊布史第二巻雲雛～総べージよ惨館成

潜つづいた。

　室蕩市会は、事故の紛糾を駿給して、ようやく臆45年蓑肩に新毒畏に当時東

京にいた松尾孝之（、、）を選鐵した。敗戦直後、甫会は毒長後任の選考を急ぎ、栗

抹徳一（貴〉、南条徳男（衆〉、手代木隆吉（衆〉の3人の帝国議会議員に議長

就任を懇請したが、いずれも露辞された。地方、松尾は翼賛選挙で葬推薦で落

選していたため、戦争責錘を問われる心麗炉なかったこと、室蘭市と無縁で帝

政鼻のどの勢力とも碧くされ縁」がなかったことで選鐡された齢。ところが、
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懲薦年の市長公選運勢繊（湧秀竣洋〉

松羅市長は、ほとんど病旅から離為られないまま翌年5月病死してしまった。

戦時中の土居寮長との銃争、および後任市長の選考難に疲れはてた室蒲毒会は、

もはや事長選考の意欲を喪失していたといえるだろう．

　戦麟・戦中の霧長選考をめぐる帯酸鼻の混乱・紛繕の原霞について、室蘭毎

鰻新驚の編集長の立場から帝政の裏癒を観察してきた谷替金次餓ま、戦後の著

伜で、i）中央政党ぶ嚢退し、市会議員が党灘でなく、馨先の利権だけで会涯

をこえて右往左往するようになったこと、2〉市当馬はえ轟きの麟役ダ家響

き女罵まであった橿岡幸麟と機織一二解、無縫毒長（中村、松蘿）や輸入市

長（上縁／罫入り婿差に鍍無心をおこし、市長のポストをねらったので、役勝

内にも毒会内にも豹後難と市長派解形成されたこと、の二つをあげている〔紬。

そして、谷零むま2§人麟後の毒会議員の一時的支詩で選鐵される縷時代の薦長よ

り、公選舗鱒確立され毒民大多数の繕任を捲った戦後の寮長のほう越、市会や

助役の協力をえて毒政を安定させることができると違べている｛覇．

　2　労鶴縫合σ〉結成

　く労資協調維合の結成〉

　数戦直後の室蘭では、戦時中に強請連行され港湾荷役と蒙鉄構内棒業に鎚事

していた中馨人、朝鮮人の労働者が・不払い賃金の支払》・など待遇改善を求め

て、欝βに争議を起こしたか、米軍のカで鎮圧、調停された。賎本人の労働懇

合の結成は、9月の東室離郵便局、猛月欝欝の馨本製鉄輪西製搾勝（職工〉、

ま2月i欝の室蘭事巷運、工2丹6馨の馨鉄i輪西（職員〉、王2罵2G韓の函館ドック室

藤造船瀬（職工／、海員緯合室離支部、三井木材室蘭工場とつづいて、臆蓬6年

に1はいると、　i再の麟鉄室麓管至聖部、　i霧2813の函館ドック（職員〉、2欝の

馨本製鋼羨室蘭製俸翫、東蔭本造鉛、市役瞬．さらに5携以降、鷺鉄輪薩港運、

諸富庁・学校へ波及し、室蘭は急速に労働緯合の衡となっていった．

　労働組合結成の第一の特鍛は．主要工場の大量人員整理の後に．各会縫の基

幹的な健業員によって、職工・職農会瞬の方講で結成されたことである。雄蕊

　　　　　　　　　　　　　　　一難5一
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年7薄舞～懇嚢の空襲と艦砲襲撃によって、室蘭港内の船舶と港湾施設、β

鑓・§鉄の工場・被宅は大きな損害をうけた。さらに軍需会被であったため、

難戦と覇舞寺に馨鋼は工場を襲鎖し、その飽の鉄工・遊離会祇も虚鋭釈態になっ

て操業購中藍さ為た．嚢鑓は、鍵業員を休職とし、欝欝i霞には敗戦時の従業

員（室蕗〉雛，鴛6人の85％を解雇し、残留春はわずかに2，欝む人となっていた。

解雇された職工の大半は、戦時中の徽絹工、輯癬人、学健、女子挺身隊などの

ヂ特殊労務者斐であったため、綾らは退職金を支給されて室麓を離れていった。

そして、G蘇Qの方錐オ§判萌し、箋醸民需請け生産（主に農機具〉の再調潜許

可されると、醸鋼はi2月i韓、全健業員を一斉解雇し、改めて必要人員を再採

罵する形で生産を再醸していった。退職金縫題で従業員の翼に労傷緯合結成の

動きぷ生じると、霞鋼は職場懇談会を設置して、窮めて工員の発露権を認めた。

簿薦年玉舞爲嚢、各職場懇談会の上部機麗である中央懇談会が麗かれた。ここ

で工員委員から労経結成の動議が提鐵され、労麟緯合結成の動きが会縫の講意

を得て麗始された（端。嚢鍛労緯は、結成の当祷から職工・職員合羅で、健業

畏3，77§人のうち2，2§○人が緯合員という幾模であった．

　鋒鉄輪蓉では．艦確窮撃で致命的掻傷をうけ、年末には溶鉱姫7奉のうち6

本が休矩、平炉は欝肩には5本すべてぷ休類となった｛鋤．そして、霞鉄は浸

需に転換しても、石’炭不足が操業再聡を霞み、数戦から約一年間操業沐蓋の

状態潜つづいた。それで、馨鉄は数戦時慧，487人の従業員を、F特殊労務者ま

の裂き揚げにつづいて．糞蝿i薮大量整理し、残留者は5，§馨§入に縮小してい

た｛鋤。結成時の労働懇合舞は、職工縫合i，鎗§人、駿曇縫合6§容入で、薩者は

後連の工場存置運動の中で、欝蕊年欝月に金縷大会を闘いた。

　労働組合結成の第二の特徴慧、その婆一ダーの多くが戦前の労働運動の経験

者ではなく、戦時中の会縫の中堅幹部や職場指導者であったことである。そし

て、総合の結成は、綾らの企業存廃に対する危機意識を、その原動力とするも

のであったと思．われる。

　馨鉄輪薩労纏の継織者は、玉本鑑義労務課長であ鞍、綴代委員長の吉岡荘吉

　　　　　　　　　　　　　　　一難6一



澹46年の翼長公選運動繊（窮月竣洋〉

は、軍羅として購方で活躍し、簿襲年に饗鉄に入麺すると、産業鞍蟹会ヂ輪秘

会望に満足できず、従業員摂証鉄鋼贈産ノ淡死陶となることをめざし、唾

友会実践鞠を下から維織した畷も忠婁な戦争協力者3であった｛鋤。栗抹

商会系の室麓港運は特異な鰍である潜、縫長の森島靖雄が共産党系の生産管理

麗争の浸入に鰐し、機先を離して会被の業務命令で労働緩会を結成し、察ら経

会長となって、会縫の経営一窮を緯合に委託してしまった．そのため、荷役労

働者はインフレと食糧難の苦境の中で会桂に賃上げを要求することもできなか

った｛路．霞館ドック室灘造船漸従業員縫合でも．給蕊年護月の職工・職員労

縫合懸時の委員長は、岩沢純一離漿課長であった（灘。羅鉄室麓管遷灘従業員

緯合も、結成の産婆役は当局から労使懇談会（産業鞍蟹会の後身〉結成を命じ

られていた千葉兼久癒務係長であ蓼、初代委員長の倉本橿蔵も係長．2代委員

長の総総善吉は室蘭齪首席助役であった（鋤。霞鑓労纏の初代委員長の泉谷弥

一は工務課長（作業部長代理〉で、欝欝年には工務部長（欝鋼訴長代理〉に巽

逸した人物であった｛鋤。

　綾らは、i毅5年鴛鴦、労働縫合の地方協議会を結成するための準備会を聡い

たぶ、それは蛙会党室誌支部の結成準備会を兼ねたもので、地協の準備は共

産党系の大輪を雛除して進行し、ig蕊年3月嬢貧、室蕗地方労働羅合協議会

は28紐合絡，倉6暮名の規模で結成大会を挙行した．役員は以下の人々であ骸紬、

室蘭地協は、結成直後から賠穰旛定解縁、工場存麗運動を聡始していった。

　ム　　　　　　　　　士　　　　　　　＋靴工　長

劉会長

書記長

部　長

　謬

　厚

　〃

　躍

事務鶏

荘
政
霧
光
垂
遜
寅

瞬
称
菩
原
鱗
庫
　

懸
撰

　
　
　
　
谷

吉
小
藤
郷
長
倉
秣
前
森

吉（器鉄輪嚢〉

雄（響館ドック〉

光（鋒鋼室蘭〉

夫練鉄輪藪〉

治（馨鉄輪晒溝運〉

蔵（醗鉄〉

男（窒麓港運）

繁（響銅室翻

清（被会党〉
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　〈室蘭の食糧難策〉

　結成直後の労働纏合の当面の活働は、①労資協調による生産再雛運動と、②

食糧獲得であった．室蘭の食糧事構は、表藤上、誌海道の鰹毒講様に全覆一深

刻で、轡5範月にはすでに主食のカラ藝齢の事態におちいっていた（灘毒

当局と薦会の食糧難策委員会は、道内各地に供鐵懇請をおこなったが（鍛・容

易に成栗はあ炉らなかった。それで、鴛月25欝、商業蜷の毒疑有志や戦前に歓

会民衆党に属した飯醸義雄（縫会党〉、嚢鉄輪獲港運の長谷燐董給（被会党〉．

斎藤歪治（共産党）らが夢一ダーとなって食糧管理委員会を結成し、毒民大会

を挙行して、覆の配給行致への参簾を要求した鰍。やがて、雄蕊年i月末に

は主食の欠醗は2紹に達し、毒内では、農耕への買鑛し部隊が鬱憂に殺到し．ま

た米よこせデモか連霞毒役勝を襲うようになった。

　縫方、大工場の労働継合は独露の食糧嬉策を講じていた。たとえば、馨鉄輪

西労緯では会縫と労資協調の新棒編発足および新馨本再建を確認しあい（輸、

会縫厚生諜の醍給機構の費主髭、総合獲霞の消費癒合の結成のほかに、会桂の

醸纏勅資棚劔、鉄娠、蔽〉を蟹鉄の貨車を翻して＋勝薩鏡地方の麟

に供給し、見返りにジャガイモ、ムギ、穀粉を入手する活動を展醸して、縫合

員の食糧を確保した。鐸鋼室蘭労維でも、農機具鬱鬱薙を農村にく吟鐡して食

糧を獲得するとともに、操業再麗のネックであった石炭不足を克撮するため、

養鰻増産協力隊を編成して炭鉱縫帯に送琴込み、労資一体で聡炭入手、工場再

建に尽力した。このような企業響彗纏合の活動の結果、講じ食糧統麟、食糧危機

下にあ鯵ながら、膨大な勅資を保有する大工場の従業員と、見返警鞠資をもた

ない一般毒疑や荷役労働者の闘には、食糧事椿に大きな賂差が生じていた。

　この事態に請して、食糧警邏委曇会は、一般旛民・荷役労働者の米よこせ運

動と大工場労働経合の食糧獲得運動を結合して，さらにそれを金事的な消費組

合の結成へと発展させることを提案した。しかし、保守的な町内会長たちは、

溝費縫合が政治的（選挙〉に鵜矯されることを警蔵して、その提案に消極的で

あった。それで、食糧嬉策委員会が溝費継合結成の礎案をうけ取って、その計
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簿薦年の毒長公選運動紛（窮月竣洋〉

函を具鐘化することになった。そして、2月欝欝の食糧薄策委員会は、労働総

合の事業主から器万習、一般有志から25万鍔の寄付金と、単位溝費縫合の鐵資

金瀦万瞬によって、消費縫合を結成することに決定し（鱗、2肩2§蒙には、溝

費総合結成準備会が連合町会長、町内会長、労鶴組合代表の参撫で醗催された・

しかし、資金集めは、金離緊急捲置令によって頑挫してしまい、3月蔦鼠職

域・地域の代表者打合せ会で、ようやく町会綴も経合結成に合意し・職威および

跨会単位の単一組合演結成されることになった働。しかし、その後、消費総

合は食糧獲得活動を充分に展擁することはできなかった。

　5月下旬、室蕊蔑報には会縫労羅と監督官庁からの轡答を要求する次のよう

な一主婦の投書解掲載された．

　「近頃一般毒罠と一鶴大会縫従業員との食糧配編量に相当の差のあることを

知らされます、大会縫の従業員なる鱒ために雑穀が、燕麦が、罐詰が．悪風

精解なぜ私たち一般寮費より多く醍給になるのでせうか………室蘭霧に入荷の

ものはすべて衛民に平等に配給せらるyの炉本当ではないでせうか、会社は穏

当の勃資を見返穆勃資とか称してこれらの食糧を獲得したのだとのことです薄藍、

これらの会廷で搾られたもの摂食糧獲得のためのみに綻はれ’るのは延しいこ

とでせうか・一一見返鬱勃資のない一般町会の斎甕はどんなことになるでせ

う茎幽

　結局、室蘭市では、軍需大企業の労資編調的食糧講策に、毒当局も斎会も町

内会幹額も依存した（ヤミ勅資、隠匿麹資の、愚息に頻った／ため、食糧繋策は

歓会運動や市政の課題から後退していった。数戦から7年後・室離畏馨徒長の

谷材金次躯は、次のように述べていた。

　　籔戦時率の室蘭は、多くの軍需工場と陸海軍の守備部隊が配置されていたか

ら、それらが駈有していた食糧・資材は膨大なものであったにち善喪いない、駿

戦時のドサクサまぎれに軍や工場に鐵入参していた業者か食糧・資馨を分けて

もらい、これがいわゆる隠匿勃資・ヤミ勅資となって量闘に漉鐙し、インフレ

ーションをあお浮つける動機になったことは鍵闘周知の事である一…一とうと
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う表籐には饗われなかったけれども数再綾の来や砂箱が海陸海部隊から室蕗甫

中にバラまかれたことは公然の葛密として永久に葬り去られるのであろうi幽）

　欝蕊年6月、室薦警察署は毒内でようやく隠匿勃資摘発を実施したが、発見

したものは講もなかった。主食遅魏嚢数は、5鍔末㌶で嚢欝、6月末葭で62欝

に達した｛輸。このような食糧危機と食糧薄策無策のなかで、室薩の市長公選

は実施された．

　〈葬幾主的幹部遺敬運動〉

　室藤の労働経合は、生産再麗のための食糧獲得・石炭入手運動など、緯織化

の当初から労資協調的であったが、それがさらに経営協議会による労資協調体

講へ発展していく遍程での露払いの役割を果したの摂、葬疑主的幹部遺放運動

と賠償捲定取消し・工場存置運動であった、

　後者は、欝46年3～5月、舞本製鉄本縫・商工省の八繕生産集中鴬輪蓉操業

中産の悪病に鰐して、また、婚蕊年8丹以降、G雛登による馨鉄、嚢鑛、函館

ドックの三大工場の賠農振定に耕して、室蘭地方労働競合霧議会と薄象工場労

経が会縫と一体とな吟、さらに、毒会、商工経済会支部、町内会などと挙市一

兎となって工場存続の練椿運動を展離したものであった、これを契機に、室

蘭の罫労働運動は遍激な髄争を反省し会縫鰹に譲歩、歩み寄渉の態度を示し

て」｛働賃上げ麗争を妥結させていった．霞鉄労経（職工）は、はやくも欝鶉年

4得23嚢、職員縫合、会社によびかけて生産復興協議会を結成した。

　藤香は、下からの公職追放運動として、南長公選運動と其通する特徴をもつ

ものであったと思われる。葬民主的幹部追放運動は、室離畜内では欝妬年i月

から5月にかけて、まず、室薦電気通儒工事局で始ま鯵、や解て嚢鋼、爵館ド

ック、室灘工業專鍔学校、毒役勝、棄羅本造船へと波及していった。この運動

に共通する背景は、戦時中の工場・職場内の涯麟と労縁者の酸綻であった．そ

して、その代縷解戦後の解雇・失業の不安と食糧難であったことへの反発が．

労働者の懸で会蛙幹部への数覇となって鑛荏化していった。会縫幹部は、必ず
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雄蕊年の毒長公選運動鐵（窮月俊洋）

しも戦争協力の捲導者として幾判されたのではなく、その労勝者への横暴な態

度から戦後の経営民主化（労資協調〉の鋳害者として概鵯された．なぜなら、

戦争協力に熱心だった点では縫合幹部も一般労働者も購様だったからであろう。

　懲46年i鴛欝欝、室薦電気遜儀工事局鍵業員縫合では、結絞と講時に局長・

係長の退陣、続合縄織を破壊するような人事異動（罷免・左遷〉縫薄皮蝿など

を要求した｛萄。東舞本造麟労緯室驚支部では、3薄にr戦時中に工員を酷使

した工場長以下反動職員墨の追放を要求し、本縫と交渉して工場長の転鐵に成

功した｛48）。

　饗鋼労総では、3月9難の瑳事会議で泉谷縫合長から会縫幹部遣敏の提案ぷ

あ瞬、追放の薄象を罫戦後の反畏主主義者で現在も鍵業員の生産意欲を阻害す

るものに張定」し．理事75人の投票の結果、繭鱗潔取纏役（前室蕊製彬断長〉、

大P痩講技術部長など5名の追放を決議した。そして、追放の形式は嚢鋼よ渉

の完全追放、解雇縫分を要求し、会縫との交渉決裂の場合は生産管種を瞬行ず

ることにした。そして、霞鍛労維は直ちに松醗裁輝郎新湧長に葬民主的会社幹

部遮敏の要求書を縫饑した｛鰍．3月27嚢、松欝は本縫と育ち合わせて新喪へ

の無条件一任を瞬吝したが、労緯はこれに満廷せず、代表を上東させて本社と

直接交渉をした．その結果、前翅重役以外の4名の依頼退職、株主総会での繭

鱗の退陣が実愛した鵬）。

　函館ドック室蕗造船辮でも、3擁2総労緯と職紐解総合大会を調いて、大塚

炭二藤蔓、芽土魂吉総務誤長などのヂ反動分子追放」を決議し｛鋤、4月末に

は、これらの会縫幹部の退職を実現した融．この運動を通じて、労緩と職緯

は合請した．

　講籔の経緯で、室驚工専では2月から校長欝斥運動が趨こった．市役勝では、

健業員組合によって2月に購雛覇役不欝蓬（睡部の陳謝で落藩〉、3月に水遊

課長癖斥の運動が趨こった。

　会社幹部の遠敷とは懸の形態であったが．艮鉄でも争議の長擬化のなかで、

会社幹部を繕聾する事件が発生した、馨鉄労緩は、鎗鶴年2樗5嚢、総合大会
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を鰻くと、下部の共産党系総合員の主張が採譜されて、糞給3倍、退職手当欝

慾の賃上げ要求などを決定し、ストライキ戦術による闘争棒麟に入艦会縫も

生産再開の霧途ぶ立たな恥なかで、その要求に慈じょうとせず・争議は長期化

した（鋤。そして、労資麗係が険悪化するなかで、3月鴛舞労鱗纏含量たちは労

纏主催の屋外集会に水谷浩漸畏を弓1きず吟鐵し、賃金3倍短上げの実施を遼っ

てつるし上げたうえ．影諸君の要求に凝し、身命を賭して実現に努力するまと

いう念書を書かせるという事件（コークス譲事件〉を起こした。また、3鍔

2倉～雛馨には、労働縫合員たちが、水谷勝長以下の会縫幹部の家宅を捜索して

隠匿物資を摘発し、それを狭んで、2，0総名の労働者解会社幹蔀に26時間にわ

たる懸体交渉を強要した。労働者たちは、幹離を菱戦独として繕弾ずるギ人

民裁甥まを実施した（三・二〇事件〉（鶉。この労働縫合員の家宅捜索と、腿体

交渉での幹部監禁は穫譲の撹覇を受け、やがて訴訟事件に発展していった。こ

の事欝・について、嚢鉄労懇は3月28醤、ぎ室藤民鞍選紙上で宣伝部長の談話と

して反省の意思を表窮し、新から輪西製鉄翫の休豊問題潜東京本社から伝えら

れたこともあって、「髭人に逮憾の意を表すると共に輪西再建に身命を賭す我等

の覚嬉に対する誤解を解きたい≦と違べ、労鐵争議嚢粛と労資一捧の工揚麟鎖

防箆運嚢へと方向転換していった。

　なお．藏鉄は5肩の株式総会で、輪西製鉄湧の役員人事を麟新し、水谷浩湧

長を取締役から解任して本縫に弓iき上げさせ、技麟長の香春三樹次を断長に昇

進させた｛灘、

　葬民主的幹部追放運動の成功によって、企業内の戦時体鰯を綱新したことに

した室蘭の主要労鰹と地区労協は、工場内では労働者の生産意欲増進、産業復

興運動を労資一体で推進する一方、大企業をバックとする市最大の被会的勢力

になっていった。

3　政党の諾成と衆議院総選挙

簿弱年のi月に予定されていた衆議院総選挙に薄しては、室蘭毒では、i）
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懲薦年の毒長公選運動韓（窮月綾洋）

人舞がi2万人から9万人に減少し、地元から当選できるのは一人であること。

2〉大選挙薩鱗とな警札鏡、小樽、函館などから選挙置合捧で得票できる有力

躾補麟鐵駕すること、のために当初から地発候補者をしぼ甑全議会議員と構

内の有権者解鑓結しないと室薦の代表を代議士として送穆鐵すことは癒難で

あると予想されていた，，毒）、そして、欝薦年を違えると、鐵馬を襲然観されて

いた現職の爾条徳男｛、，｝（擬政友会、進歩党）．手代木経書｛灘（簸民政党、進歩

党〉、星野靖之助（三井・馨鋼諏、協講堂〉がそろって公職追放とな翫さら

に破らにかわる有力新人候補を見思せなかったため、室蘭の保守勢力は選挙準

備が進まなかった（、、）。その背景には、毒致の二大勢力であった栗抹灘と蒙鋼

諏潜、戦災による商船、工場施設の喪失・破壊・経営癬導者の公職追放、財霧

解体と工場施設の連合瞬への現勅賠鑛推定などの弱題で、ほとんど虚説’混蔑

釈態にあ吟、毒内の保守勢力の結集をはかること嚇できなかったことがあった。

　そのため、蠧毒党詑海道支部は室蘭に足がか静をもてず．やむなく、雄蕊年

2月土木請負業者でテキヤの親分であった有馬良跡鋤毒会議員を責任者とし、

右翼浪人の下沢秀夫｛暮重）を公認躾補とした。察蜜党室麓支部の結成は遅れ、よ

うやく4月23§に結成準備会が闘かれた。進歩党は、遂肉の縫地載と隅様に室

蘭でも経織を確立できず、南条徳男の地盤を継承したのは、艇振地方の三舞哲

男であった。羅甕政党の徳率祐溝磁，前市会議長（道議〉は、道会議員の多く

が結集した地方政党の詑海道政治詞盟から立躾補し、手代木隆畜の地盤を継承

した．室薦の毒会議員たちは、瞬致見解数後から黛鋼・馨鉄灘と隣派に分かれ

たままであ蓼、彼ら毒消浅、進歩両党への帰羅を瞬らかにするようになるのは・

欝46年稔湾以鋒、統一地方選挙の準備ぶ本綴化してからであった｛働。

　縫方、革新政党支部の鮭成の中心となったのは、労働総合の幹部たちであっ

たが、破らは戦前・戦中の無産致党・縫会運動の経験者ではなく、会社や官庁

の中堅幹部であった．まず、共産党再建の中心および衆議醗総選挙の公認候補

となった斎藤藍絵（、、賠ま、舞錐に人夫を供給した斎藤緯の経営者で、戦鋳申は

β鉄輪西港運会桂の業務部長をつとめ、敗戦後、講労継役員、19鶉年5擁溺代
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行政鮭会蒲集　第9巻　第2号

委員長になった人鞠であった．

　桂会党は、室蘭構でも最もはやく総選挙の準備と支部結成を進め、i鱗6年

i月露蒙支離結成大会を灘催した。そして、支部の緯織者であった長谷鱒董

治｛働は、羅じく人夫供給業の長谷燐縫の経営者で、戦時中は栗秣商会から霞

鉄輪西港運会社の労務課長～現業部長をつとめ、敗戦甕後は、瞬社労緯の準備

委員長であった。地方支部畏に選鐵された志賀学爾鰯）は、欝鉄の総務課長で

あ警、結党蒔の支部委員となった松倉定保市会議員は、段鉄職員の閤から翼賛

選挙で推薦倭補として箋選した人物であった（覇。その縫、縫会党支部には、

総選挙の鹿前に栗林商会の顧問弁護圭で撫敢友会（清秘会〉の発衛議、現道議

である曲率欝欝史｛職と、室灘電気通信管遅翫長の落合誠治｛働が駆け込み参撫

したが、公認候補の一本建をめぐって、幾谷撫と出中が立候補を懸念して志賀

が公認候補とな滲、落合は無藪属で撮癒した（鋤。戦前・戦中の毒政の二大勢

力であった栗林滋と会縫滋の政治的後継者たちは、保守政党にではなく、縫会

党に合流して戦後の活動を開始していったのである。

　このように、室麓毒からは新人候補ぶ多く鐵馬したため、表25のとお穆第22

隣衆議続総選挙では、毒溝の得票が分徴してしまい、一人として畜内で一万票

以ま二を獲得した者はなく、地晃候補者のなかで最高得票者の落合誠漆でさえ選

挙区全体では23位にとどま吟、全員下位落選という結果に終わった磯．なお、

薦欝の有権者は蕊，497人、投票数76，699票（3名連記〉、投棄率は騒、3％であ

った。

　ここで、町内会の民主化についてふれておく。室薩帯でも、内務省の民主化

方錐こ沿って緯妬年2霧中に野内会長・役員のギ公選」が実施された。しかし、

その方法は男女有権者全員の設票によるものや、量帯主の投票によるものはむ

しろ少数で、約単数の海内会は従来通む班長常会による選挙（役員の互選〉で

舞会長を選聾していた。また、食糧獲得に遽われ、住民の投票率は低かった。

購会長に公選された人は窺町会蔓や麟会長が大多数で、ギ町民も町会の仕事は

繁雑であるから軽きな人に任せる」という戦時中の退遷的・盲従的態度に終始

　　　　　　　　　　　　　　　一i2嘆一



19妬年の薦長公選運動轡（窮月綾洋〉

衷25　第22羅衆議錠総選挙蝶総老懸得票数（室灘薦〉

氏 名 党 諏　　i室　認　薦　詑灘道一匿

　
　
　
　
④
①
③
⑥
⑪

6
2
3
彗
§
9
9
蓼
i
§
§

巷
i
9
8
i
7
9
i
§
馨
4

i
2
7
7
§
8
暮
遵
3
§
i

§
§
8
9
7
9
i
9
7
春
4

董
i
i
2
6
§
2
8
　

§
逢

　
　
　
　
　
董

9
7
婆
7
9
§
§
8
7
5
8

5
3
§
6
遵
5
3
7
i
2
8

7
§
§
護
8
5
馨
7
ε
5
i

8
8
6
護
3
3
3
2
2
2
2

覚
瞬
党
〉
党
〉
堂
堂
堂
堂
党

　
政
倦
雌

露
道
会
羅
露
属
歩
会
産
会
産

　
海
誘

湧

欝
龍
縫
無
嚢
無
進
被
笠
蔑
共

夷
講
露
治
竣
二
男
ト
治
夫
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

秀
祐
学
識
英
英
磐
イ
董
春
ト

沢
箏
賀
金
地
馬
磐
妻
藤
懇
沢

　
　
　
　
来

下
徳
悪
落
苫
有
三
嚢
斎
耀
構

　　＊室麗欝で2，§§む票以上の得票者に綴定した．①～⑪は当選瀬鮭．

　　　定員鍾名、3名連記講。

したといわれた｛72》。

　町内会長公選撰終了すると、その渓主化の不充分さを旛締する次のような投

書潜室離果報に掲載された。

　薪一般大衆は現在の醗会緯織が最も良く運営されてをるとは繕じてをらず、

蟻って改革の余地あるものと思ってみる、しかしさう、馨って手鑓しの鐙来ない

の解今の町会の琉歌ではなかろうか……過去における町会長といふものは金持

ちか・有力者によってξめられ一種の特権躇綴であったといっても通言では

なく、これを書庫の手によって一般大乗の手に渡し、青年が野会の推進力と

なって町会の買主化に尽力せねばならず、この点老人連中も考へ直して履きた

い蝕3》

4　南会の公選決定

〈周辺町長の退韓と市長公選講の成立〉

欝鶉年の3～5月、詫海道露都の海岸沿いの町では、戦時中から居残ってい
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た町長への退鐘要求が糧次いで鑛在化した。その結果、まず3月、翼賛政治繍

麟協議会詑海道支部長であった舞高支庁の懇内簿の吉蟹貫一欝長が辞任し、室

蘭の東の苫小牧町の八巻耕藏町長撰それにつづいて辞甚した。嬢灘蝦には、

衆議院総選挙の有権者名簿醗落騨原石となって、室蘭の西の蛙雛町で碧反動驚

長退陣」をめざす購浸大会麟醗催され、罫跨政買主化、際長公選籔行まが決議

されたため、藻須嘉毒町長は退瞳を余儀なくされた。室蔚の西隣参の緋達簿

では、簿会議員のなかから罫戦時捲導の責任まを自ら慰むて議員を辞職する

煮が窺われたため、男爵の撃達廉夫名誉町長も3月に辞意を表窮していたσ蜘

これらの町の動晦は、いずれも第一次公職追放を地方にも拡大して首長と地方

議員の戦鋳指導者としての責任を追没しようという下からの公職追放運動であ

った．そして、啓達町の饗合、この穫1譲・運動から霧長公選運動が形成された。

　4月27嚢、緋達町長が歪式に辞職雇を提鐵すると、町民の闘には町議会に嬉

し幾主的な町長の選考を希望する声が趨こった．すでに町会議員の闘には「公

選の方式を採るべしとする意見が強くま、「本道にては未だ公選の方式を実施し

たところはないが、勉票毒町村に於ては公選を駈行したところが穏当あ撃、町

渓馨身の町長を浪定する建繭からいっても公選は決定的と見られて」傭いた。

5鱒欝欝の町会議員会では、後任驚長開題麟協議された魁臨時の町常会を饑

いて織議と常会委員によって選考方法を縷討することにした｛締。すると、簿

達郷の連合町内会は、町民の公選要求を反駁して、公選籔行の決議文を佐々木

幸男助役と斎藤主詩町議会議員会長に手鏡した｛罵。その結果　5層溢韓の簿

議会議員、部落会・驚内会総合協議会は、町長公選を決定し、公選委員会を設

立した。露館市で薦長公選が決定されたのは、　5月22聾の南長躾i補者垂全衡鍵1議

会であったから、學達町は北海道で最携に首長直接公選を淡定した島溝体であ

ったと、想われる。

　啓達陽の公選委員9食余名は、全塒議会議員に簾えて、各町内会から2名、各

蘊蓄会からi名の麟合で選患された。5月29嚢、公選委員会は斎藤議員会長を

委貫長として、町長選鐵の異体的方法を協議しだ結果、2i歳以上の男女による
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雄蕊年の市長公選運動韓（窮月俊洋）

直接投票に決定した。また、候補者は嚢虫立候補を妨げない煎公選委員の投

票によって数名の躾補者をあげ、事前に本人の承諾を得て・一般投票にかける

こととした、，呂妻。そして、6月5嚢の公選委員会は・投票によって第i位鍵票

岡蕃（禿東京癖会則議長、弁護士、餌達町鐵身、鎌灘率〉など数名の候補者を

決：足するとともに、薄歯立候補は6月25簿締め燐滲、6鐸3§嚢一般投票という

公選臼程を確定した（，、｝。ところぶ、投票嚢鱒近づくにつれて・推薦された候

補者たちの辞退解旛孜ぎ、躾補者となることを承諾したのは岡蕃一人となって

しまった。また、察蜜豆候補者はなく、結縄町議会は無投票で騰蕃を僻遠町の

後任轡長に決定し、推薦することにした〔脇。

　このように、透騰の簿長潜額次いで辞任したうえ、撰達町で簿長公選が盤論

とな渉はじ1めた5月7疑、半年にわたって難病生活を続けてきた室藤の松尾孝

之毒曇勝辞意を表明し、ついに5月25聾、松見は霧ガンのため講長在職のまま

死去した。

　毒長滝辞意を表隣すると、5月錘藝、室蕊疑鞍の谷材金次郎は時論で繊際

公選駈行ぜよまと主張した。そして、谷村は直接公選を支持する桜麺として、

①良主主義韓本再建のため、いかなる後継内麟赫できても・知事および毒町越

長の公選麟実施は動かぬところである、②現行法の枠内で公選された毒長煎

新法実施後もその任期満了まで甫長職に据え置かれ、改めて公選の手続きをと

る必要はないかもしれない、③現行法に抵鍵することなく塩釜菰盤台毒など

で叢叢公選爺実旛されている、などをあげて、F公選によって当選せしめられた

南町村長は、背後に民衆の儀錘嚇ガッチ夢と控へてるるといふ露鱈のもとに力

強く政治麟進められる墨（韻と述べていた。

　また、懸紙5月欝饗に掲載された一議畏の投書は、薦長後錘選考籔翼題解毒

会によって左右せられ、毒会議員解毒民の総意を代表してみると邊馨してるる

ならば大きな誤参である、霞弊然たる議員にも時代の波は瀬1察患来る筈で、

若し畿来なけ報姉議の改選も本年中に行はれるとはいへ今直ちに退擁すべき

であるま（鋤と主張して、毒長公選か畜会総辞職かを毒会にせまった・
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　松尾毒長の市葬が実施された5肩総欝には、谷材金次離は再び時論で市長公

選籔行を主張した。そして・静達町や露館竃の鱗を綾羅しながら、F室薩の場

合、果して麹鶴なる方法を選らぶか、大勢蔑に薙に至った今舞、一年に二度の

薦長公選の煩を繧ふ訳にも参らない婆と逮べて、もはや市長公選はその否否で

なく、公選の手段・方法が援討されるべきであると主調した甚灘。

　このような講授公選論は、すでに多くの室蕗毒費の支持を得ていたと思われ

るが、鱗台南、八戸市、函館薦とちがって、室蘭議では革新致党・労継勢力に

よる議会撹判と寮長公選運動ぶ成立しないうちに、毒長公選が毒会によって決

定された。これに鷺する革新政党・労維灘の遅海をしめす史料は発見できなか

った。総選挙が終了すると、室薦の共産党（約難名〉は違拷雑嚢地区大会を難

いて、新しい地籔委員会を選鬱した㈱。この時霧、共産党を構成していたの

は．瞬労農党の露商標談らと嚢鉄輪懇製鉄癬内の吉穣作毒らであったが、その

薦践・労働考への影響力は小さかった。共産党室蕊地縫委員会は、メーデーを

通じて社会党との黄経、民主戦線の結成をめざしていた。また、馨鉄争議中の

穏匿勅資摘発事件と三・二〇事件で逮捕された労働者の釈敏運動を起こしてい

た断。

　飽方、縫会党室誌地方支部は、5鷲難雛大会を舗》・て地方支部を薦支離に政

績し、志賀学誘支部長を再任、毒中欝露史（道議〉を霧鐘長に新任した〔繍。

しかし、その後の5擁中旬から6毒上旬までの活動は鱗らかではない。室麓地

方労協についても、全車的な嚢鉄存置の練精運動と各労総の争議および葬民主

的幹部遺放運動が一段落した5月中旬から6月上旬までの活動解醗らかではな

い．しかし、こ為はむしろ、『室薦地方労働運動斐雲に軒室誌地協・縫会党は

さきの衆議院議員選挙の惨数を反省し、毒長はぜひ革新系の嚢労者よりと講策

を立て、早くから動いていた」醐｝という記述があるから、桂会党・室誌地離は、

毒民の公選盤識と函館覆、欝達町などの周辺地籔の動織から考えて、室麓斎会

は講長公選を選揺するしかないだろうと講擬し、市長公選運動を省略して、霞

源の覆長候補擁立運動を潜行させていたのかもしれない．

　　　　　　　　　　　　　　　一128一



i艇6年の竃長公選運動鐵（巧刀俊洋〉

　　〈箔会の公選決定〉

　内務省の講長推薦命令は、6月欝欝蕉式に室麓毒会に伝達された、そして、

その麟醤の6擁捻霞、毒会議曇協議会が囎催され、後任市長鷺題が検討された．

ここでは、前遠の甫内外の構勢に健されてか、すでに帯長直接公選の方向潜誘

提となって会議の議論が鐡発したようで、市会議員たちは、まず甫の総務課長

から「各地で流行」の寮長公選に講ずる北海道庁の意晦を聴取した。箋時、公

選実施に鰐する競講の一つは、新地方麟度発達後に再び毒長選挙をや吟嚢さな

ければならないという二度手講論であったが、Fそれ以繭公選方式によったもの

は、選挙の仕直しをせずとも良いようにしたい意向らしい≦（蹄と総務課長から

輻告されると．なおも、理会議員のなかにはギわれわれの手にある権醸を、誰

にも被にも公離するのはバカらしいというような欝ぶ滲を漏らす者もあ貌容

易に公選を決定しかねていた．しかし、鳶馬農勝事議（窪密党、非推薦〉麟

嬉し濃会だけで講長が推薦したければ、この際晦践の意思を茂駿させるため、

われわれは総辞職し、新しい議員によって推薦させたらどうかまと総辞職論を

提示すると、ヂトンでもない，われ・われ’のイス解怪しくなるようなら、市長推

薦権などは商民に麗放するが良かろうと、たちまち意見赫一致し」市長公選

を洗足し、町内会長によびかけて、公選準備委員会を組織していくことにし

た‘鋤。薦会議員たちは、土駿、松尾と二代にわたって畜長選鐵に失致し、市

政に混乱と空白を生じさせた責任をとって、総辞職しても当然であった。また、

叢会は内部的にも三度馨の毒長選考にはいる気力をもはや喪失していたと思わ

れる．

　その結果、旛長公選の決定は、麟遠の棄内外の構勢に鍵されたものであると

ともに、市会が議長選考の責任を霞畏に転嫁したことによるものであった．そ

れで、公選決定後の公選準備は、ひとまず毒会主導で進行し、罫室薦民報雲が

公選準騰と公選方法に市浸の意、馨を反駿させる努力をした．

　ぎ室薦民鞍オは、まず6∫灘4舞から「本縫第一躍輿論調査市長公選の可否、

公選の具体方法まを実施した。この調査に慈募した毒渓はi鎗名で、その内訳
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は市会議員欝、医麟欝、官公吏薦、町会役員22、教員i6、労緯2L会縫員3§、

商工業者捻、農業2、その絶賛というものであった。そして、調査結果は公選

の可否については、公選漸行が賀8、その必要なし鴛，であった。公選論の理

由は、聴政め瞬朗化のために市費の寮長を甫民の手で輩というもの嚇大多数

で、公選不要i論の理轟は匿渡：重なる選挙をま選挙異の嚢離心を懇甕させるま匿選挙費

罵を饑餓突醸資金とすべし重などであった。また、躾補者選考方法については、

薦会による推薦ぶi、露出立候補解59にとどま甑市会を含む寮内各麟代表者

会議による推薦オ縫艇に達した。その理蛮は、寳患立候補は「候補の濫立と大効

の低下を免れず、市会のみに依る推薦は反民主的で、従来兎角の風評あ窮と

いうものであった齢｝。

　運室蘭浸報曇は、瞬時に、毒の考査係長が調査した霞館毒の議長公選の経緯

と公選方法を6月鮭嚢から驚印こかけて、連載記事で紹介した。

　6月露脅、第2罎の南会議員協議会は、霞館霧の甫長公選方法を参考に、

　r市長候補者公選方法串合せ案墨を決定し、奮室薦市長公選要綱達を作成する

ための欝名の小委員会を選鐵した｛傭。

　南会嚇撫長公選を内定して、6屑2醸F公選方法鶏合せ案3を発表すると、

ようやく帯民の問から市長公選きこ魅する動病が顕在化した。

　まず、縫会党室蕊支部は、6舞2紹、講授代理の粥灘勤役と薦会議長に、食

糧危機突鞍、戦災者・引揚者援護、室蕩毒復興譜面とともに、「毒長公選を難

行し、嚢淺立候補凝を採用すべしまという決議文を手渡した（働。また、縫会

党支部の簸馨義雄調査部長（室藤木耕工業専務〉は、6月濃鼠はやくも市長

躾補者の人勤評を匡室蘭疑報毒に発表し、一方で、市会講部から購漂教一毒議

　（元難鋼貌員、駐震政党系〉や宇賀金男前常会麟議長（北海道政濤撰藍）を擁

立しようとする動きや、一般毒疑の閥で、地元財罫の森島靖雄（室蕊港連続長、

栗祢系〉、著秣隆太郊（石炭港運被髪、佐々木系〉、水霧匠（繕綺造船鉄工鮭

長）らの会被経営者の名が下馬評にあ撚っていることを幾鵯し．飽方で、熊谷綾

雄鉄道管麗局長か落合誠治逓繕監察課長が薪第一級の入勃だから露治体に還へ
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鯵46隼の確幾公選運動韓（窮月竣洋／

ても敢てヘマはやるまい」「熊谷薦長、落合市長の麗鐵する可能性もあるやう

だま｛織と馨灘の候補予定者を推薦していた．また、室蘭地方労協は、6舞22蒙

に執行委員会を聡き、毒幾公選簡題について喉補者は嚢蜜立候補たること匪

鞍選挙者は満二十歳叙上の男子たる以外侮ら舞離蔓をも趨へぬこと涯嘆に疑主

々義的毒長を選定すること」などを決議し、活発な運動を展麗していくことに

した‘鱒。

　つぎに、『室蘭民鞍遜の谷村金次部は、「成案急がす蔑意に聴趨（鏑と主張し

て、市会が公選要綱の作成を市会内部だけで進めていることを概縛し、毒民各

，罫の鶴力を得るよう毒会が謙虚な態度に綴ることを要望した。また、毒会の公

選準備委員会は、当初、委員が市会議員と町会役員代表によって購成されるも

のであったが、鈴本栄（母恋南町会長〉はf教畜鼻、書年屡、農業．水産麗孫、

労働雰，富公衙等からも参蔑せしめた方がよい」と要望し、警井軽三難商工経

済会支離長はr毒会、瞬会に旛の大会縫の幹離を入れた方勝景も遷想的と悪

ふ∫と遠べていた髄1。

　6月2醸、室蘭毒常会が醗催され、その議事が終了すると、特簿1蚕に参撫した

出雲宇一躯市会議長（霞清秘会、栗秣商会常務〉は、「薦長公選に就き霞下溝

会で成案を練って居蓼、右の完成次第、これを基礎として連合驚会長その饒に

御嬢談もし．量つ協力を簿ぎたい」と発書した。こおに麗し、連合町会長たち

はr町会翻への櫨談は、大切な羅題であるから、連合町会長だけでなく登簿会

長を集めて相談もし協力を求めるやうにしてほしい撫7）と要望した。

　その結果、6月饗欝に灘催された畜会特磯委農会は、これらの政党、労纏、

新鷺、簿内会役疑の要望をうけて、i）被選挙人資賂を舷大し馨浅立候補麟と

する、2／公選準備委員会の講成鑓翼を舷太し、婦人、政党、労組代表を換え

る、など公選要綱草案を修駕した騰。

　6月2灘、市会は罫室蘭寮長公選要綱を決定すると、市内各雰各屡の代表

誕2名に畿籍を要請して、翌6月26韓、市長候補公選準備協議会を購催した。

参集したのは、憲会議費、町内会長、属婦人部長、労緯・政党の代表、大会

　　　　　　　　　　　　　　　　一i3i一



行致歓会鍮集　第9巻　第2号

縫・工場、農業会、漁業会の代表および報道縫孫音盤7名であ甑鐵繊市会議

長か議長となり、満場一致で市長公選と議会提案の公選要綱を決定した。また、

ここで、選挙管遜のための公選委員会を結成することとし、その構成は、毒会

舞人、連合町内会欝人、嬬人代表憑人、労経5人、致党2人（縫会党長谷燐薫

治、共産党朝倉死志〉　というものであった紛9殉

　公選要綱の主な内容は、麦）選挙人は満鎗蟻塚．との男女毒裟、2〉被選挙人

は溝25歳以上の男子、3〉投票馨を7層2醸、躾補者届鐵難問を7月2弩～欝

嚢とする．嚇選挙長を由遜毒会議長、各投票漸の管理者を驚内会長とする、

その費罵は町内会の負担とする、5〉投票総数が有権者の2分のi以上の場合

を選挙嘗勤とする、6〉有勤投票の欝分の2以上の駿高得票者を当選者とする、

7〉選挙無効および盛選者がいない場合は、公選のや参直しをせず、現行法に

よ参毒会解選思する，8〉選挙運動に短しては衆議院議員選挙法を準矯する、

などであった（玉繭。

　5　市長公選選挙の展雛

　〈各滋の候補擁立〉

　こうして、室蘭で寮長公選の選挙が麗始さ為たが、労働縫合を除》・て市長候

補者擁立の動きは弱く、駿台めは候補者難から、ことによると市会に返上とい

ふ事態も起きるのではないかと麓慎された舞働と輻道され、毒民の毒長公選

への関心も低かったようである．

　議長候補擁立に最初に動き難したのは、国鉄労総室蘭地匿矯議会で、6月露

嚢、瞬労継は地区大会終了後に、室薦管理部長の熊谷綾雄（董働を市長躾補とし

て推薦することを決達し、6月29鱗こ本人の隔意を得ると、7層i臥室蘭地

方労協に通達した．馨鉄労縷の推薦理露は、「嚢労者の代表として最適なこと。

市政に色彩がないこと、実行力を持つこと達などであった｛鵬事。そして、7層

5馨、室蘭地方労協の宇美執行委員会は熊谷を満場一致で推薦し、翌7肩6蒙

熊谷が各総合に鐵馬の承諾を表窮すると、室蘭題方労協はその事務齎を熊谷選
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挙事務漸として選挙運動を開始した．地方労協は、露蔑学校、町内会事務誘、

街頭を会場として演読会を連欝連夜聡催していった｛｛鋤。つづいて、縫会党支

部は7月9騒、共産党地籔委員会は投票馨直前になって熊谷候補推薦を決定し

た｛i糖。

　しかし、賓役翫職員緯合は、7肩5韓、霧民に厳麗な立場から薦長を選んで

もらうという趣醤でギ市長候補の適薬条件蛋を発表し、特定候補の支持を表醜

しなかった（購｝。また、地方労協参趨の蓉鋼労総は、7月欝欝、帯親を発表し、

縫合としては寮長選挙に傘立的態度で臨み、継合員懸々の自嶽投票という方麟

をとった（i麟．これらは、戦時申に市会から薦長に推薦されたことがある繭騎

役の横難一二㈹呂｝が薦役漸縫係者を地盤に立候補し、また、馨鋼の職工患身で

雄22年以来毒会議員をつとめた騨漂教一〔翌書、｝が立候補していたたあかと患われ

る．岡原蘇7月8賎、積懇が7月㌶羅、そして、最後に石炭港運縫畏の若林隆

太部｛鱒が欝病の商工業者や楼綺、佐々木系の造船・港運美麗係者の推薦で7

丹欝購こ立候補を届け鐡て、毒長公選はこれ・らの鑓候補によって闘われること

になった（i購．

　保守致覚は、依然として緯織を確立できない状混がつづき、毒長躾補を擁立

できなかった．露患党室藷支部の有馬良跡は、投票前彎の7月簿欝「白露党は

厳歪中立な駒と声醗を発表した。また、戦麟・戦中の議政財界の最大勢力で

あった栗林商会系も、表錘上は市長公選に全く独察の動きをみせなかった．オ

ーナーの栗林徳一が6月中に南洋興発鮭長という戦時申の経歴から公職追敏に

なっていたこと、政暴ジーダーの晦懇宇一鄭が甫会議畏罵公選委員会委員長と

して毒長公選の行講役をつとめていたこと、がその遜譲かと思われる。露嶺党

および栗林系は、裏灘で熊谷支持にまわったと晦された。

　また、市南部商業地竣の第一～第三連合町会長の藏井報三郎（商工経済会支

部長〉、古遵直次（毒議兼任〉、鈴木栄（前妻議〉らは発市長の土居通次あるい

いは元空知支庁畏の醸中野韓を患馬させようとしたが、投票漸管理者と蒋憲候

補推薦巻の立場は嚢立しないという翫鵯や、ギ連合町会設立の霞的に反する越
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権行為獲という続覇の声が下部の町内会長たちからあが駄連合簿会長らによ

る候補擁立は不発におわった（｛i恥

　縫方、毒民の毒長公選への縫心は当窃容易に高まらなかった。毒当局は、公

選委員を招集して7月3～4欝に選挙事務打合会を麗催したが、まだ連合購会

単位の代表が選鐵されていないところもあった嘩3｝。候補者が猷遅れたことも

あってか、運動麟醗始されても一般毒民の反感はにぶかったようで・ヂタッタ

二人の候補者ではモノ是らぬ、今度の毒長公選は棄権が多くて結局お流れにな

るだろうiとか、ようやく魑人までも候補者が鐵てみると、麺繕に気乗薄の

市費でも五割以上の投票はするだろう　投票管理をさせられる町会灘も、無歎

骨折参をせずに済む遷、圭、尋、などと鞍遊されていた。それで、『室薦浸報蓮の谷村

金次簾は、7月欝馨．公選不成立を憂慮して、社議でr毒長公選を不成立に終

らすな窪，聖篭，，と毒疑に投票を訴えた。そして、甫罠の態度を罫若し今騒の場合

でも、竃会灘摂輿譲を無規して公選を振否したならば、さぞかし八方に勃議を

かもし、騒解に毒罠大会を饑いて攻撃したであろうが、アッサ夢推薦権を委譲

して匿公選を頼む選と云はれ’た途端、よそを幽いて冷淡きはまる態度に掛るな

ど、蓬だ無責任な悪い癖である」と、毒民の無麗・むを擾1繁1した。

　〈縫会党・労緯灘南長候補の当選〉

　護人の候補が鐵揃》・、投票箱までの一遍聞、労働総合や町内会炉連講毒内各

地で立会演説会を主催するようになると、毒民の関心はようやく高まったよう

である。匿室薦果報選は7鐸雑嚢から罫推薦者の見た議長候補達罫私の市政方

針3という記事を連載して、候補者の人嬉と致策を紹介した。達人は各々、

罫野人熊谷」の実行力、罫熱誠瞬原≦の財政逓、ゼ才醗横筋の窪治体生え厳き、

瞬奮浸若林1の中藍穏健と評されたが、毒政方鈴まいずれも総花的であった。

公選の結果は次のとお移であった。
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嬉総年の礁長公選運動鱗（窮月俊洋〉

室離礁の市長公選選挙（鴛絡年7月欝欝

喜権者

投票数

投纂率

谷
称
膿
尿

熊
若
横
瞬

　鶴，8i3人

　35，5鍵人

　　75．8％

綾雄（室薦鉄道管遅灘長〉

隆太難（室薦石炭港運桂艮）

一　二（繭空繭毒豹役）

教　一（斎会議員〉

22，7欝票

7，解唾票

蓬，288票

i，i6G蒙

　毒長選挙の投票は、市内罫79ヶ駈の投票湧で行ふ隣緯投票の親しさと近さで

家麩と毒致が権寄って効果は充分墨、董，、、と輯遂されたように、町内会ごとに、

海内会の事務所や神経、寺続で実施され、郷内会心隣維と撃わけ縫宅の住民動

員力恭、漁業・農業・商業地だけでなく、量帯数の多い労働者街での投票率を

下支えしたようである。灘％を割る驚内会はiつもなく、75．8％という投票率

は嘆層の総選挙時のそれを欝％以上うわまわるものであった繊き．

　投票結果は、地方労協と歓会、共産両党が推薦した硫酸上ズブの素人墨を

嚢称した熊谷綾錐の獲勝であった。地方労協は、これを旺労働戦線の勝舞だ≦

と喜んだ経連8｝。しかし、ゼ室薦疑報濯は、熊谷ぶ労鰹票ばか捗でなく一般志民各

馨から多数の支持を得て勝利した遜康を、疑成の毒政と無縁の新人であること

に求め、新室麓憲政罫の蔑成勢力らしきものからは纏等の支援も受けずに．こ

の堂々たる戦績を獲得したといふことは、全室麓の政治経済ぶ否八十度の大転

換に一歩を進めたことを如実に勃認るものである、斎会は勿論、構内各雇の指

導者を以て自負する人々は．先づこの厳然たる事実を認識し、舞鰯こ手をあてて

静かに反省する必要赫あるま（玉，鱗と遠べていた。つまり、熊谷の勝隷ま、社会

党や労継が議政覆峯勢力として鱈任されたものではなく、晦雰の豪の者μ幕

政の玄人まと称され2§年来の布敷縫与の経験をもつ岡原・横雲爾候補ら慶成の

藩政舞人に、多くの寮費が愛想をつかした結集であると評した。室蘭でも、布

鑢亙　｝
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長公選は戦時申の毒政指導勢力に鰐する掘否霊追放の機能を果したといえよう．

　市長選挙が無事終了すると、7還2穣、室蘭斎会の議長選考委員会は出綴宇

一蕗公選委員長の選挙結果報告を承認し、8鴛7嚢、臨時毒会は、満場一致で

熊谷綾雄を後任市長に推薦することに決定した。

　〈熊谷帝政とi鱗7年4月選挙〉

　熊谷畜長就任直後の室蕊講政は、戦時申からの毒致の混蕊・空白のため難問

晦積の状態であった。ig28年以来の毒綾の釆饋還額は、692万湧に達していた

が、その過半は蘇鉄・難鋼大拡張による道鶏改修費や国費学校増設築費、ある

いは防空施設建設費など軍需会縫と軍隊の要求に応じたために生じたものであっ

た．そのうえ、F吏員優遇まは熊谷の公約であ穆、戦災からの上水道と道酪の復

羅もまったく手解っけられていなかった｛重蹴。そのため熊谷は、ケタ違いの毒

税増籔に簾えて、水道料金や青立病院の医療費のr殺人的値上げまを余儀なくさ

れ、た。また、8月下旬からは、驕鉄・嚢鍋・露館ドックの誉｝内三三大■1場の懸糞指

定解除をG薮Qに陳構する運動摂．毒政の最大の課題であった（難．毒の食糧薄

策委員会塑、歓の豊作を見込んで本格的な鵡策を欝面し、農村からの食糧獲得

のための準備資金鎗む万霧の寄付を、大工場と町内会に要求したのも、8層下

旬からであった醜2｝。さらに，産業政策としては、青森一室繭航驚の復活、八

戸一室蘭航鋒の雛設と、商業港としての港内施設の整備が課題であったほ職．

　こ蕊らの課題をめぐって、地方行財政の素人であった熊谷市長は、議会に与

党勢力を持たなかったこともあ吟、ことごとく斎会議員からいじめられた。し

かし、そのため縫会党・労縫灘はかえって熊谷支持の姿勢を強め、破らは次の

ように豪諾した。

　「熊谷の態度は歪直で立派だ．いまの斎会議員らは、どうせ暖春の改選擬に

大半ふるい落される連串だ、縛でもガアガア勝手にいわせておけ。今度の改

選期には、われわれ勤労大衆の代表者が十八名以上二十名位の議籍を占めて

毒会の安定勢力になるから、その時こそは熊谷が十二分に手麗を発揮する時

　　　　　　　　　　　　　　　一i36一
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だ魚鋤

　室蘭竃内の労働縫合は、欝蕊年欝鍔末で67懇合に塔撫し、2？，鑓§人の縫合員

を擁する勢力になっていた．そして、ほぼこの言葉どお鯵、董蟹7年壌月の一連

の選挙では縫会党・労纏勢力瀞勝溌墨をおさめた。　4月5舞の毒長1選挙では、民

主党の岡原教一5，8§9票に韓して、覆職の熊谷綾雄は縫会党・労協の推薦に自

索党の支持を換えて、27，騒7票を獲得して藍勝した。熊谷再選の理譲としては、

縫会党・鰹方労協の厚い地盤のうえに、魁に有力候補春漢なく保守票も流入し

たことと、現職の強みなどが捲機された〔滋。暁月実施の衆議院総選挙では、

縫会党が党派勝で青梅で蔦，5欝票（雄．馨％〉を獲得して第一党とな甑支部長

の出申暮露吏漆選挙籔で逢位、市内でi位で蜜選した．4月鎗馨の市会議員選

挙（定貫36名／では、縫会党・労協は露名を盛選させて、最大会滋奮新政会ま

（驕鉄§、殿鋼6、国鉄3、教員2、港運i、馨遜i）を結成した．そして、

毒長選挙とは逆に．今度は民主党系の公董クラブが新政会と連携して、欝鉄分

緯翻纏会長の護辺純一が叢会議長に、公藍クラブの宇賀金男解離議長に蜜選し

た｛童鋤。霧長公選運動は、室蘭に大企業労緯優位のもとでの官藻趨身毒長一縫

会党・保守総与党毒敢をもたらす患発点となった。

　室麓毒総藻参考文献

谷材金次難ぎ室薦地方発達蔓　上・下巻蓋鯵52年、室驚異報緩

匡新舞室藤毒隻垂欝欝年、窯藤毒後顧

纏蕗製鉄漸蓋＋年史舞§58年、蕃土製鉄室幾製鉄辮

石欝幸威煽ぎ室総地方労麟運動史雲礬石年、室灘縫方労霧続合協議会

『霊藤毒議会受講欝駁年、瞬霧議会

渡辺惣蔵匿龍海送雛会運動壷露懲66年、レポート縫

『嚢本製鋼藪被史資料　上・下巻垂欝§8年

匡栗林労働虫垂懲68年、講韓行委員会

ぎ栗抹75年史雲響簿年、栗林臨会被史縮さん会

一望37一
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『新舞錐室離労纏3§年隻舞蟹§年，講労緯

『…藝穂市のうつ吟毒》わ警凄i§7？年．　帯史綴さノし室

『新室藤詞讐史」　全姿巻、　ig8i～87年

『室黎戦災誌垂欝83年、室雛地方史醗究会

監察麟機工会議衝六十年史書欝総年、瞬会議蔑

飯橋守都『繧新した麓海送の工業器発～戦羨の三井鞠産と蔵炭・臼鍋墨鯵舘年、

　詑海道新製荏

ゼ道南入鵯名鑑妻ig5i年顯、室灘費鞍鮭

　第4輩　籏2籔　注

繊　鯵算年の製鉄業奨励法によって、製鉄・製鋼会縫は地方税を免繊されていた

　潜．馨鑓は寄赫金という形で毒雛敢を支えた。密室薦甫議会鰯婚3ページ、転

　本製鍵辮縫隻資料　上巻嚢、蔭本製鑛漸、i弱8年、3鱒～鎗春ページ

鱒　谷韓金次躯ゼ窒灘縫方発達史　上巻薄、窒藤異籔縫、欝52年、i鎗ページ

（瞬　栗躰五醗　露髄～鯵2？隼。新潟察鑑まれ。i88§年藪館に渡穆、i8§2年室薦に

　移る。漉癒、雑貨商から港湾荷役業に進黙し、栗林蕎会の麟業者となる。室灘

　町議、載海遵議をへて、鯵2春～27年衆議院議員〔致友会〉．

麟　横縞平太躯　懲霞～欝譲年。広轟察生まれ。嚢本法律学校卒業。詑海道炭鉱

　鉄道入縫．鯵§2年構綺露漕篠を麟業し、欝欝年造艦業、海運業に進鐵。室薩籔

　議、北海道議、室蕊薦業会議燐会頭を獲任。

麟　前掲谷讐著、磐ページ

麟　簾羅鉄室蘭労緯鎗年受選26ページ

／跨　石馨幸成編置室誌地方労鱗運動史毒ig磁年、以下の記遠はこれによる。

麟　 ゼ新舞鉄窒薦労経3§年史選欝ページ、輪藪製鉄藤でも、欝2§年2舞労働懇認

　会輪藝実額（3，§導馨名）が結威された。

⑨　舞鋼鮭員の毒会議員は、定愚36名の南会で欝22年緯舞に9人、192§隼驚鍔に

　鴛人にの窪静、一部は憲政会（鰯漂教一諏〉、多くは申立（会縫諏〉の会灘に癬

　羅した．鞍本製鑓霧経史資料　上巻壌3蟹ページ

鰯　渡辺懇藏罫靴海道縫会運動愛糞レポート鑓、欝欝年、鴛5．慧5ページ

鴫　無産者新鹿欝27年軽薄6霞、第蔓§号ζ埋立地をこつそ吟浅野にやる魂襲三審

一i38一



臆薦年の備長公選運動繊（窮月竣洋／

　時浅野総一郎は東京湾埋立会縫の縫長．麟遜谷轡箸　上誉i麗ページに講違され

　ている．

　　無産者新鹿欝27年捻擁i5嚢、第i爵号新室雛の毒政革新進む委

　　睡灘撫議会薙236ページ

　　疹栗株労働史薄葉替蕎会労嶺縫合、欝68年鱒～舗ページ

　　麟掲谷樗薯、妬～磐ページ

　　購上騰～慧2ページ、簸§～蔓gページ

　　瞬上捻9～i36ページ

　　溝上捻§～欝7ページ

　室灘布勧役、欝29年室灘議長、簿3食年窒離甫議、澹33年毒会議長、臆35年室麓

　薦長に蕊任．毒難政の再建や第二期上水進航張工事など行政手縫を発揮した。

　戦時中、ノ1・権市長．

　政友会購条徳男、大覇クラブπ政友会極谷纈劫、公正クラブ二民政党手代本縫

　吉、瞬畏敬クラブ算疑政党韓本幹韓

　　　『新室蕊青史　第二巻垂76ページ

麟

麟

睡

舞51

麟

鱒

麟

麟綱幸勘鑛支鵬一課長、踊醸をへて、里粥年鑛騨役ig2騨

鱒　当時の講会内会灘と衆議院議員《落選中を含む）との支持縫係は、溝融会算

盤

鯵　土羅通次　苫小牧村鐵身。簿鎗年東大（法〉卒、内務省入省。高知、熊本、盤

賀勲警察織、徳島縣事を一て、i鱗年ノ鱒縞繍筏1纒年窒麟長

　高等工業学校の誘致に尽力した。

鱒　前掲谷轡著、224ページ。毒長・地禿姦工会と賛鐘畷鉄との嬉立の背景妥こは、

　戦時下の集荷㌧醗給権をめぐる講義の商業統麟縫合と社員購売縫合との講堂が

　あったと》・われる。

鵬　雛尾孝之　鰺鱒～謄薦年。東京盗まれ・聡慧年異本大学享業、海務省入省。

i朧鱗騰道連事富、蟻警察署長、夕張蔽をへてほ蹴年3簿舗欠／

　に政友会から衆議院に当選．久原滋から霧交会に新羅した。

露
繍
麟
㈱
㈱

酸掲谷替著、下巻、3欝ヘージ

瞬上、上巻、捻7ページ

隅．と、上巻、麦騒ページ

蜜窒薦地方労鶴運勢受講2蟹ページ

『室薦製鉄辮五十年隻垂2欝ぺ一ジ
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　　麟上2鰺～22§ページ

　　ζ室麓地方労鱗運動史磐縫～蔦7、至77～算§ページ

　　購上、欝8ページ、蓼栗躰労髄室露蔦2ページ

　　瞬上、i露ページ

　　縫上、2醗～2駐2ページ

　　韓本製鑛贋鮭史資料下巻遜蕗毒ページ、室蘭疑鞭g薦年2議娼頃鋼製搾

　湧も労縁総合誌成」講績鶴難噛争は第二義泉谷強一氏談ま

　　『新難銀宝藤労総鎗年受薯欝5ページ

　　室藤野幸憂欝4S．ま2、8罫室蕊｛今在鐘来無し弦

　　室麓戻鞍簿45．鷺．溢r薦会ぶ牢心とな参必死の食糧獲得へ」

　　室離渓鞍鰺妬．捻．27r瑠疑嚢糧竜機突破ま

　　室糖渓鞍欝薦、稔．8ヂ再建は我等の手でま

　　室誌愛軽雄蕊．2．鷲r資金鑑万需で講疑溝費縫合匪

　　室蕗疑鞍欝妬．3．2春野溝費籏懸総合め糞使命謹

　　室灘蔑鞍欝妬．5．24罫食糧醗給に鱈する疑鰍

　　齣撮谷材著、下巻．292ページ

　　窒麗疑鞍雄蕊、6．9喉来にもはや期待鐵来ず茎属7．縫緒藝毒では室雑筆頭金

　羅平均遅翫献浅謙講？．2§匿依然室蕗ぶ第一盤圭

　　疹室蘭地方労働運動史選器5ページ

　　蓼新室蘭青史第響巻遷67i～672ページ

　　『室灘簸方労鐡運動虫垂252ページ

　　室驚異報欝妬．3．鴛磁鋼労緯願内の粛董要求達

　　『室藁縫方労働運動塗雲2護5～246ページ

　　室麓果報鷺46、3．2墨F大塚翫長ら羅名追綾を決議王

　　窪譲漢1鞭婚薦．5．7野望藤造鉛辮長に轡藤氏藍式就錘ま

　　罫室雑地方労騰運動史選235ページ

　　1新嚢鉄室灘労総総奪蝿欝9ページ、膣灘製鉄癖至十年史書2鍛～222ぺ一

　ジ

㈱

麟

錨

㈱

鱗

織

㈱

雛

錨

雛

麟

／舞

曲

鱒

鱒

曝

㈱

鯵

鰍

㈱

醗

麟

鯵

織

麟

総　瞬上後者五牽牛史、32§ページ

舗　室灘費報欝蕊．稔．麺r当縫方の嬉勢（下〉室蕗毒は地盤劣弱雛瞬欝妬．董．23

　匿送れ議会に窒薦代表　薦会議員の綻束を要望崖
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懲鶉年の毒長公選運動紛（項刀俊洋〉

繍　南条徳男　1895～婚簿年、室灘盗まれ。東京帝大（法》卒、弁護士。欝欝年衆

　議醜当選（政友会、公職遼殻をはさんで欝鴛年まで）、養橋轟麟と岸丙閣の建設

　大甕、地震内鰻の農秣大鋸を歴紐．

欝　手代木隆吉　i88遵～ig§7年、啓達町盗まれ，．塗輿大学卒、ig2至年弁護士幾業、

　欝24年から衆議続議員（憲政会、当選6騒〉．瞥厚内覆講法数務次官。公職邊敏

　解除後は、鼓舞に復帰できず。

繍　室驚異報臆鵡．2、貿碧第一籔の選挙展望、沈滞気分漸く逸脱達

翻　有馬良豹　鰺87年生まれ。簿2騒年東蕪で普選選挙運動に参繍し、尾綺行雄の

　ボディーガーざをつとめたといわれる。欝欝年室蘭で立憲少鷲獲を麟立」§26

　年索会議員に当選。土塞請負業、貸座敷業．テキや稼業の耀粋纏の幾分。謄蕊

　年祭蜜党室蘭支離長。

鱗　峯濠秀錐　露§5年、軟購祭盗まれ。懲延年室藤で小学校教員、欝i7年上竄し

　て瞬治大学入学．欝欝年普通選挙運動に参撫し、羨外藤や立憲労鰻党（横浜か

　ら飴ま吟全麟の港仲縫労縁者を経織》の幹事長となって活躍した。その後、右

　翼の鑛出講に認められ、麟体擁護連合会の書記長などをつとめ右翼運動家とな

　る．鯵紛年糞には、室糖で政友会の南条徳男の選挙を応援した，欝毅年衆議院

　選挙（麓海送感籔〉に鐵馬、落選。緯4§年衆議貌選挙（詫海道雑嚢に鐵馬、

　落選、公職追敬となる。

鑓　徳中祐満　欝88年．石撰集盗まれ。室騰で雑貨藤、公衆浴場を経営し、懲24

　年青酸革新疑惑会（憲政会系）を誌成。欝2§年撫会議嚢に盛運。道露バスと室

　薦ガスの縫長．霧会議長、道会議員を麗紐．戦後、室離繭玉会議辮会頭。

㈱　室麓甕報欝4§．捻．7瓢室藤事政界夜i議韓　像嘗勢力の将来？」

鱗　斎藤証治　鰺醗年室落盤まれ。欝22年慶癒予科修了、室灘毎欝鵠者となる。

　簿28年輪謹製鉄人縫、鯵32～馨年満州各地を行興し、簿姶年室蕊に帰って斎藤

　纏を継承した。簿藪年舞鉄輪藪港運絹綾課長、簿薦年懸業務翻長。

鱒　長谷鱗亙治　欝欝年室薦盗まれ。小構病癖卒業、簿34年栗抹臨会入被。戦時

　中、嚢鉄輪露港運の労霧課長、現業部長．数戦後、瞬労経準備会の委員長。

　鰺妬年窒灘難方労鑛の調査離長、縫会党支無縫織翻長。鰺邸年長谷燐産業縫長。

　欝弱年遂会議員。鯵甦～79年室離議長（鮭会党1。

1欝〉志賀学薩　！鱒9年、岩手漿盤1まれ，。珍34年東京帝大（法〉卒業、癖満購鉄道

　入被．董鱗3年目鉄輪灘入縫、懲藝～妬年譜総務課長。鯵妬年3丹、縫会党綴代

一亙4i一
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　室灘地方支部長．

鱒　室灘罠鞭雄蘂．7．26罫人鞠点播達

麟　綴中暮露受　i鱒5年生まれ．欝27年中央大（法〉卒業、弁護士．欝3岐年室嚢毒

　議、鯵39年詑海送議。政友会南条徳男嶽．栗鉢渡会の灘鷺弁護士。雄蕊年5月

　縫会党支離書記長、6層第2代支部長．婚47年衆議院当選（縫会党〉。

　　落合誠治　i8弱年、函館塗まれ．1望3年逓盤官吏練習湧卒業．

　　室薦蔑鞍褥妬．2、鋸r第一褻の選挙展望∫

　　室薦畏鞍讐薦．逢．欝罫当地方の惨鮫と連記麟達

　　室灘費鞍欝46．2．慧ゼ選挙よ吟食生活　気乗管薄の簿会役翼公選葺購2．2遮罫町会

　長公選の考察嵯瞬3．器r遅々として進ま撫町会の疑主イ絵

　　室麓浸幸灘g46．3．i2F主張　町会の改藁　｝｛野栄講猛∫

　　谷糧金次鰯匿室蘭地方発達受下遷簿52年、室灘疑鞍縫、3鱗ページ

　　室藤渓報欝46、5．欝晦｝達野だよ吟　町費の総意公選実施かま

　　室覆費鞍雄蕊．5．鑓鯵｝達町長後続詮衡圭

　　室麓浸報欝46．5．i7匿醤達町長公選　町罠の声漸く録まるま

　　豊麗蔑報欝鶉、6．i喉補考は委員が愚

　　室灘葛鞭§逢6、6、8駿票は三＋購

　　室驚蔑穀i鱗6．6．欝「躾補者は一人」舞§．23「俸達町長公選無鏡争」舞§．5

　　雁1町長のスタート蘇講圭

　　室灘罠鞍i鱗6．5．越畷蘇公選擬行量よ婆

　　室難民鞭碧菊．5、鰺薪主張　毒長公選を齪行すべし∫

　　室雑費鞭g蕊、5．鋤ゼ市町替長公選公選総題、駈行を要望し雛蕗を検討達

　　室灘費撮欝銘、4．聡罫共産党地猛犬金盃

　　室露疑鞭i鱗6、5．舞鍛鉄争議の欝法権癸勤に就いて雄

　　室薦渓報徳4§．5．雄r縫会党支部改懇塞

　　蓼室離縫方労働運動史書欝磁年、294ページ

　　谷粒金次露『室蘭地方発達受下巻遜3妬ページ、以下の弓禰も講ページによる。

　　室蕩蔑鞍鴛蕪．6、蔦罫市長公選に決定ま

　　室麓疑鞍鴛鋸．6．蹄「公選籔行が縫穀多数連覇ε．23暖室化へ薫しい要望ま

　　室蘭艮鞍欝馨、6、2§「薦長公選議会案成るま

　　室藩浸報i鱗6、6．22ζ緊悉問題紅就き講へ縫会党文藻決議文」

㈱

㈱

鱒

鯵

（講

／霧

㈱

憾

鱒

鱈

㈱

繍

懸

嚇

㈱

韓

鱒

醜

騨

鱒

鱒

鱒

麟

麟
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欝46年の毒長公選運動韓（窮月俊洋｝

㈱
繍
舗
㈱
㈱

室灘浸鞍欝薦．暮．雛暫主張　公選蒜長の下馬勲

室蕊費鞍懲鶉．6．25新講長公選に要望す　労経協議会で決議≦

室蕊渓澱薄給．6．2i塒論　霧長公選葦案の検討涯

室誌疑報聾鶉．6、鍵石帯会草案をどう見るま

室蕗浸馨欝嬉、6．22部室藤布常会、町会長で搬談　霞長公選はかうして」

繍　室蘭疑鞍欝薦、6．器盲被選挙人資格を瞬確、議長公選草案を修董涯濤6．24罫時

　譲　真の嚢虫立躾補講　議長公選案一段の進歩雲

㈱　室薦疑馨簿薦．6．28痛長公選に毒見会議i

（里織　　ζ室蕊毒議会史塞ig§4年、2難～273ページ、『新室麓帯史第二誉選奨83年、

　i袴～i難ページ、室擁費鞭欝4§．6．28購長公選董弐要綱決る三

・簾！室藤羅報欝蕊、7．蔦デ根会す賜躾徽

1懸　熊谷綾錐　欝鯵年岩手県盗まれ。札蝿鉄道教習漸卒業、懇懇年小額雛蟹長をはじ

　め遵内各地の駿長を歴任し．珍談年室麟駅長となる。罫野琢の験長」としてスポーツ

　　を通じて南疑に蔑しまれた．稚跨、魑鱗、室覆の運輸事務艇長をへて」鱗3年室藤

　鉄遂管醗脹に就任．i蟹盛年蠣室誌脹（～罵3年4且4鰐選）にな甑

　室饗外港築設、道央新産業鄭霧建設．胆振難方総合雛発など地籔擬発に尽力した。

（繍　室雛渓報珍妬．7．2肇熊谷部長推灘

鰯！　室鷺罠灘欝蕊、7．鷲ζ労綴協議会で熊谷氏を積極的に応援3

（姦！　室蕊疑輯欝妬．7．舞F熊谷氏最適任縫会党支離決議」濁7窪8「共産党支部の態

　　幾

鰯　室藤蔑鞭婚46、7．6碧南役解職縫で衰勢

1鶴　童蒙畏難欝妬、7、懇薪毒長公選二就イテ養親三

（童線　購原教一　鰺89年盗まれ．雄簸年馨本製鋸暫麟立時に職工として入航し、購

　　売縫合遅事、労麟懇議会委員をへて、欝22年毒議に当選（憲政会系）・簿戯年翼

　　賛毒会選挙で葬推薦で補欠盛選．戦後は嚢蜜党から毒議に当選。

！圭鯵　横露一二　i895年盗まれ。穆欝年皐穣懇大学予科卒業。1璽8年室1蘭町書記、

　　捻33年斎豹役（3期〉をへて雄蕊年遜職。

騰／若鉢隆太難　露髄年生まれ．！鱒9年欝館繭業卒業、欝欝年鑑々木商店入廷。鑑

　　々木市造の女婿。1926年室蕊蕎炭荷後会縫董後、その後、佐々木臨篠代表をへ

　　て、懲磐年室蕊石炭港運会縫後憂となる。欝3§年在郷軍人会室離分会長、懲磐

　　年室藤毒警鋳猿長．
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穣馨　室饗獲捧灘§46．7、鯵瞳璽震補の争覇戦きのふ羅鐡で纏饗3

（叢薄　　室薦嚢甦幸褻産94§、7、i2　匿舞も薄舞藍汁ま　羅17．i3　駿幾葦…美一氏曇墨馬　　土雇｝、　難壁中華舞舞量　瞬

　7．雄町会長が講堂　毒長躾補擁立縫懸『新室灘帯史第二巻塞懲83年、貿3ぺ一

　ジ

騰／室驚異輻欝46．7．5r極力棄権紡比に警む　薦長公選事務蕎合会」属罫公選委銭

　綴織遅々ま

鵬
1器

麟

麟
／繍

1欝！

麟1

麟

麟

麟
！懸

懸
（玉簾

　室糖浸難鱗6．7．i2眠声蔑旛講7．i5眠声題背走

　室蘭異i鞍欝46、7．欝「時譲　喪主的責任を霞覚して」

　室饗民鞭聾妬．7、雛顕生れろ我らが甫長　暑さ講のその授票場へ建壷快調

　室蕗渓報欝蓬6．7．22r投票率七害彗五分九麓　函館、銭糧各を凌ぐ磐成績達

　室薩長報欝妬．7、22「熊谷氏当選達

　室驚蔑鞭欝4§．7．22F素人毒長の良さヨ

　室藤罠輻欝薦．8．鴛ζ復興は進んだか鱗　霧政の巻重岡9．鴛罫行詰れる室蕨市

の鍛致ま

　室饗畏鞍懲46．8．譲新莚置運蟻を展醗　毒会に委舞会雄

　室縫艮鞭鯵46．8．22rお顯熱し豪す藪万欝　踊ってくれるか町会髄蓬

　室灘費報i鱗§．緯．25ギ室聡薦政現下の焦点織　臨港室蕊の施設待望」

　室雑費報謄鶴．㌶．壌F室藩議政舞衣譲癖

　谷材金次離蓼室齋地方登達史　下巻違35§ページ

　属土、375～3？6ページ

第3節　鍵整薦の毒長公選

　重　霧長公選〃〉前擾

　〈戦羨・戦中の鋸鋸南政〉

　鐡整毒は簿22年に毒講を施行した。1麟驚は詫海道東部の木材・石巌・農塵物

の積み出し港から北洋漁業基地、製紙工業都議へと発展してきた。戦前・戦中

の鐘驚地方の政界は、衆議院選挙では、郡部で政友会（木下成太躯〉撰優位で

あったのに薄し、毒部は憲政会一民政党（小波仁郎一蔽獲政八一繭雲蛋朔〉の

　　　　　　　　　　　　　　　　一圭4塁一



雄蕊年の毒長公選運動韓（甥刀俊洋〉

地盤であった、木下麟畷退した直後に実施された鯵42年の翼賛選挙では、購雲

は毒内の投票数の徳％を一人で獲得していた．

　町政～毒薮では、王§鰺年から憲政会と政友会の財主が濃化した・そして、蚤

初は憲政会が優勢であったが、中央政界の二大政党の消長に鍵って会振を移動

した霧会議員がいたため、敢権与党が時々の毒会の多数灘を形成するようにな

った。そのため、市会議長職は、初代前蟹敬八（憲政会、道議〉、第2代茅野満

瞬（甲立袖政友会）、第3代躰遜則友（致友会、元町長、道議〉、第4代佐々木

米太郎（政友会〉、第5代段昇給（罠政党／、第6～7代掻津文治（β政友会→申

立）、第8代蕪地葺之勝（簸民政党、道議〉と講灘の驚を交替してきた鵜。

　次に、鋸蕗毒会は、表26のように聾27年豪で憲政会系の官僚鐡身者を毒蔓に

輸入してきたが、毒長と非憲政振との掃立が激しく、畜長は任期を完うできな

かった。さらに、第3代室藤市長にはその行鼓手脇に鱗待して、薦会は満場一

致で中立の斎長を輸入したが、財政再建策と市営岸壁埋立問題をめぐって南会

梅　　代

氏 名

木　千　年

2　代　　羅　本

表2§　鐵賂毒長

　任　　　　　難

薄23、2．3～25．9．8

　党　　　灘

憲政会

継　　鰺26．i．露～27．6．7　　憲散会

3　　代　　灘　井　隆　吉　　至927．8、鎗～器．7、欝　　中立（政友／

雌　　代　　佐　藤　国　苛　　1§28．8．欝～32．8．蔦　　酸友会

［
3
6
7
8
9

代
代
代
代
代

闘
鶏
捻
電
勝

　
　
　
　
之

溝
霞
　
蟹
玉

野
藤
井
藤
地

茅
盤
縫
観
菊

玉§32．　8、i6～36．　8．i5

i§3§、8、i6～漿｛）．8．i5

i｛垂垂舜、8．圭｛3～養護．8．i5

i製4．8．絡～蕊．6．縫

ig蓬6．　7、i8～逢7．　蓬、　逢

鰺～鴛代　牲熊宏平　王蟹7．塁、5～57．簸．9

申立＊

酸友会

費政党

験政友会

詫海送政治講盟

（嚢雷・縫会／

纏
滋賀祭警

察馨張

台湾総督

瘤警務課長

樺太庁内

務部長

詫海進議、

鑛酪漿議

毒会議長

元鐸褒

霧会議長

髪毒長

靴海遊議、

南会議長

騎役

＊民政党審議蕃擁立した

薦工



行政縫会譲葉　第9巻　第2号

と薄立すると、輸入市長はすぐに気力を喪失し遷tしてしまった（翫それで・

銚驚毒会は、党諏蝿立を休戦し毒政を安定させるため、政友会と憲政会溺一難

ごとに交互に毒長職を握当することを協定した。これは、翻毒謙遜や港湾整備、

さらに毒政の長年の懸案であった財政再建という課題に養手するためでもあ甑

爾謙の調停は率立的立場の商工会議湧褻会頭と寮内新聞紙3娃の社長の斡旋に

よるものといわれた，、争．その結果、欝28年、衆議銑には民政党の前籔政八が当

選したので、薦長はまず政友会から擁立することにな甑表26のとお静鐡鋒毒

長には地元政友会の有力者であった佐藤霞講が就緩した。その後、この協定が

守られたわけではなく溝諏の抗争は続いたが、結果的には、政友会の佐藤と畏

敬党の毒会議畏経験巻が交互に毒長に就任していった働。

　やがて、戦時下になると．市会は懲38年欝月の議会改選（粛歪選挙）を契機

に、辻徳夫在舞軍人会連合分会長や栗霞栄吉連合青年露謝覆長ら申立滋の溝会

議員趨4名を霞めるようにな彗、政党色はうすくなった。そして、隣労農党の

裁本実三郎を含めて挙毒一致体調に移行した。さらに、欝弱年欝舞には大敵翼

賛会の結成にともなって常会の全会濠を解濾し、露会議員会を設遷した。露覗

年欝月の翼賛市会選挙（定員36名）では、推薦母体の醗内会が当選の璽籠姓の

高い有力者を推薦候補としたため、当選者のうち懸人はわずか3人で残穆の33

人はいずれも現職毒議であった。また．当選者のうち．推薦候補は32名、嚢虫

候補は4名（拝上常吉・曝政友会、馬場難治・瞬蔑縫党、栗林栄吉・泰誠会、

深谷悪弘・新人〉という構成で、推薦候補の涯勝であり、道内主要都毒のなか

でも最も翼賛的な毒会が銭露に成立した。トップ当選は灘労農党の裁本実三朗

　（推薦〉であった、きき。催藤蟹司寮長、菊地三之麟斎会議長、佐熊宏平市助役、

武本毒議など、数戦直後の市政の各々の勢力の琴一ダーは、いずれも翼賛憲政

の指導者であった。

〈数鞍覆：後の錨雛市致〉

数戦からしばらくたって、G蘇Qの費主化致策と戦争責任の追及麟具体化す
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欝妬年の薦長公選運動韓（窮月綾洋）

ると、鎌鋒毒では、麓月中下旬に購部力藏（漁業会長．斎会麟議長）、裁本実

三鶏（擁労農党〉、辻徳夫（元在郷竃人会市連合分会畏〉の3入の市会議員

（いずれも推薦）が辞表を提饑した．そして、これを契機に甫長以下毒幹部と

市会の数戦費猛論および総轟職譲が住罷の闘から湧き起こった藩、佐藤蟹講議

長は置もう少し中央の動きをみてから進退を決しても遅くない」と懐重論を主

張し、粟田栄吉霧議（葬推薦、赤誠会〉も「翼賛議員は政治責任を反省すべ

き」としながら、罫遍い将来、地方的に民主建が行われよう、それ・以麟の改造

は無意蜘と縛幾満早論の立場をとった。その結果、捻層3蔭の市会議員会は、

上記の3薦議の辞錘を承認したうえで、r堤往残る議員としては、斎会は今の

ところ職事責任を感ずべき性質のものにあらず涯との結論を出し働、戦時中の

薦政捲導者の多くは、戦後も露塵馨つづけることになった。

　鰹方、鎌蕗地方では、鎗議籏霞鉄鐡鋒工磯部、賞用25欝太平洋炭鉱（春採

抗）で労働継合が結成大会を麗いたのを初めとして、畜内外で続々と労働纏会

解結成された。そして、その幹部たちは、捻月23霞鐡露地方労働緯合連合会の

結成大会を聞き、委員長に銭本実王難騰．書記長に共産党の土渥視褻器麟を選鐵

した。地方労連の撫盟縫合は、ig蕗年簸月までに溢懸体にのぼった轡．しかし、

労働継合の初期の活動は、食糧確保と職場の民主匙が簸重要課題であり、労麟

組合嚇市政の買主髭を要求したり当懸者の戦争責任を追及する余裕はなかった。

　欝妬年を違えると、公職追放によって鎌驚地方鐵身の現職衆議院議嚢は全員

追敏麺分となり、新入躾補の人選、総選挙の準備とあわせて政党の結成が具体

化した。共産党鎌露地籔委貴会は、雄蕊年末から渚発な活動を醗始し、炭鉱の

労働緯合に影響力を拡大した。しかし、2肩下旬婆一ダーの土塗視鶴の麟結核

が悪化したため、南向から衆議醗総選挙の候補者を擁立することを臨念した．

次に縫会党では、港湾労髄者などを基盤とした鼠本派趨鱗6年i月2細に鋸驚

支部結成大会を驕いた．武本は、北海道支部の木下源吾支部長から総選挙への

患馬を要請されていた、ところが、この鎌驚支部の結成は、桂会党鎌鋒支蔀準

備委員長の燐原大蔵らによって撹甥され、麺会党支部は後に嬢原を中心に再
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鐡発することになった（翻。切源大蔵は、羅斜鋒湖の南の弟子屈（てしかが）

村の村会議員（4難〉で、鑛鋒地方の農業会疑主艦運動の捲導者であった。窮

原漂は、銭本源に録して、i）試本は戦時中に東方会に参撫した戦争責豊春で

ある、2〉戦争責任を感じて斎議を辞任したはずなのに、饗原らが不在申に穆

密裏に鮭会党支認を結成して支部長となった、3）褻凄労勝者を地盤とした

ヂ武本私党」的体質を払拭して、縫会党への参簾を広籠な毒浸麟に辱びかける

べきである、と概覇した〔、，》。このため、縫会党からは切原と弁護士の森三樹

二（浦饒村鐙身〉が公認候補者となって畿馬した．武本の挫折は、縫会党支部

の鑛跳憲政への影響力の絋大を露難にしたと思われる。

　地方、保守系では、醸政友会の泉功市会議員と、敗戦時に天津陸軍連絡部精

穀瑳長であった轡藤郷一（海線材鐵身〉が霜露党から立候補した。詑海道の鍛

民政党系勢力は、串央の進歩党には参擁せず．道会議員を中心に詫海道政治懸

盤を結成した。鎧酪では、菊地三之励（遂議、市会議長）がその婆一ダーであ

った癬、次麹霧長候補であったため衆議醗への鐵馬は見送滲幽、南雲更槻の

身替り躾補として籔民政党鋸蕗支部幹事長の高野源蔵（道議、北海道水産業会

会長〉が詑海道政治講盟から立蘇i補した。嚢虫党も進歩党も、錨露市では躰ま

だ支部溺結成さおていなかった。

　なお、詑海道庁は内務省の方斜を具体化して、鯵薦年3鍔4鼠新しい町内

会・離落会整備要頼を決定し、購内会の霞主化と役員公選麟の導入を遵内の毒

町村に通躾した，宝31。鐸跳市では、これを受けて、3鍔欝馨から役員公選が実

施されたが、住民の麗心は低く、一般建長による公選解実施された町内会はわ

ずかで隣総長の選挙によって前町会長が再経されるという縫来違警の結果にお

わる翫が多かったようである｛鋤．

　このような羅｝面で、鎖縫各徳政の買主憂餐こある程度の役害彗を果したのは、革

新・労纏勢力ではなく、選挙法改亙で新有権者となった青年緩・難人縷を基盤

とした啓蒙懸体の夢一ダーたちであった．

　青年懸体としては、まずi蟹5年憩鍔下旬に銭鋒嚢議青年会が、つづいてi望6
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年i月下旬に縄土青年党が結成された。そして、婦人懸体としては、戦時中の大

露本婦人会の後身であった詫海道婦人会錨跳玄鶴鰍潜3月欝欝に解散を余儀

なくされたのと入れ替わ瞬こ、野間有志の「純粋婦人懸体：」として、3月欝欝

に新欝本婦人露盤鋪露支部が結成された．支部長には横遜学霞理事長の横馨文

子が就疑した。婦人瞬盤は、碁嬬人参致権を有幾に行健する、2／生活安定、

家庭合蓬化、3）婦人の政治意識癩上、4）薦政疑主化を目標にして活動を麗

始した｛鋤。そして、嫌大疑盤は労羅婦人部と交流した管、土屋複雑を講麟に

招いて共産党の政策・主張の話を購く講演会を聡くなど、帯疑の政治意識の

ポ覚醒まに尽力した。また、鑓酪毒では、総選挙にむけた各党・候補の立会演

議会は、郷土青年党、嚢密書年会、嬬入局盤というヂ公疑啓蒙懸体まの主催で

麗催された。ただし、選挙戦にはいると、麹雷管年会の幹部は縫会党の森三樹

二二を応援した（覇．

　逢月欝嚢の第22暴衆議院総選挙では、銚跳霧で有権者24，蕊9人、投票者麩，§欝

人、投票率器．7％という結栗であ鯵、磨出党が薦．2％、社会党趣6．6％、詫海

道致治鷺難溺25．§％を獲得して、霞凄党の俸藤郷一と縫会党の森三機工が当選

した。2人の当選は、その人勃の新癬さ漢勝獲で、選挙籔全体から青年潜・婦

人屡の浮動票が大量流入したことによるものであ鯵，縫方地盤越安定し峯選撰

確実視されていた高野海蘿については、落選したものの霞民政党の銀懿徳にお

ける鍵盤は維持されたといわれた。寮講で、｛罫藤瀞8，5蕊禁、高野麟7，唾83票、

森青墨3，蕊蓬粟だったのに欝し、縫会党の窮原はわずか87§藝の得票にとどまった、

慶由党の泉は5，56G繁を獲得した。

　以上のように銭路の保守・革新爾致党勢力は、衆議薩総選挙を縫ったものの、

薦政界内にはほとんど独嚢の縫織を築いていなかったと、意われる．そして、幕

政雰は依然として鑑藤毒長（襲政友会／と菊地三之助議会議長（撫民政党〉

を再建とする三振の常会議員と町内会長たちによって支蔑されていたと思われ

る。
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　〈食糧獲得運動〉

　鐡踏青の食糧難も敗戦薩後から深躍をきわめ、蔑に簿蕊年雛焉から主食の欠

醍鱒始まっていた．しかし、甫費の食糧獲得運動は、メーデーを準備する労騰

総合勢力と合流することで、ようやくi鱗6年4月下旬に形成された。逢鍔の欠

醗は、38嚢分に達していた。当時の鐘雛市の食糧獲得の羅標は、轟地米の詫海

遵への陸揚げを藤館や小樽でなく鎌鋒港に指定し、輸送船から直接穀類を毒浸

に醍分することであった．

　鍬驚で最密に食糧獲得運動を嶽導したのは、革新・労緯勢力ではなく、毒役

辮の由本試雄市浸課長、弁護士の木濁文次鄭ら市内の知識櫻撚纏織していた錨

蕗毒政治醗究会であった、，菖、。敗戦嚢後に設置された鍵鋒毒の食糧嬉策委員会

は、議会議員によって檎威され、車当轟の提案を承認するだけの形式的機聡に

すぎなかったが、政治醗究会は、これを一般毒疑に基盤を置く全篇罠的規模の

強力な緯織とするように、2層下旬から佐藤議長と交渉をつづけてきた。そし

て、食糧亀機の本酪化に難して、敢治醗究会は4月26鼠輩内各罫代表者懇談

会を騨催した。ここには、市後療、食糧営懸、水産製造業雰、漁業会、鉄道管

遷都、栗林海運、婦人懸体の各代表が参撫した．ここで．政治暴究会は、i／

薦役所に食糧課を設置し食糧講策委員会を改組するため、旛当縁および毒会議

員と懇談する、2）毒内各懸体：に辱びかけて、食糧竜機突破のための全車浸の

共瞬戦線運動を展開する、という訴露を提案していた。そして、この懇談会で

は、すでに暖在腹の驚えた人達による食糧薄策委員会では擬待は持てぬ、こ

れを解消して簿会単位にでも委員を公選し、婦人委員なども擁へる必要潜あ

るま，董暮，という意見が鐵されていたが、この場では、これらの提案・意見は上記

諸機縫・懸体代表の合意を得られなかった。

　鰹方、銭鋒地方労連は、羅鉄、炭鉱を中心に霧砲の2王懸棒にメーデーへの参

簾を辱びかけ、王子製紙営繕など総譜盤系総合も含めてメーデー集会の準備が

進められていた。そこで、政治醗究会の水繊文次躯弁護士は・地方労連と接籍

し、食糧獲得靉靆で海内の諸露体と労纏が協力し、毒民大会を醗催することに
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した。5舞i艮、鎌鋒甫では、欝32年以来通算2麟欝の復活メーデー嚇罷羅さ

れ、蓬，倉§§人の労働者が参集した。そして、近藤栄俸（錐懸炭鉱労緯〉の醗会

宣書、武本委員長の挨拶の次に、白村益次薙（詑海道新鹿従緯〉解毒食糧対策

委員会の政経と食糧人民管選委員会の結成を毒長、市会議長に要求する決議文

を朗読した。参撫養はデそ嫁を編成して薦役翫に海かい、武本、近藤らは佐熊

宏平駒役に決議文の内容の実権と入港している輸送船の来淫，§§§俵を銀鶏市内

で醍分することを要求した｛2窃｝．このメーデーを発火点に、驚異の薦には罫カ

ラ醍反糞船の気運が高揚した。

　5月5馨、東京の食糧メーデーにさきがけて、食糧獲得鑛艶市買大会が3，㈱

余名の参簾で聡催された。鍬鋸地方労連．政漆醗究会、蜂人懸盤、各種青年露

体が主催考となり、、司会は白村益次露、座長は武本実五罪がつとめた。議長大

会は、メーデーと講じ内容の漢議をあげると、デモ騒で霧役湧を包離し、佐藤

市長に決議文に蝿する確答を遮った．これに薄し、東京の全国毒長会の会議か

ら帰鎌したばか蓼で樵韓し燐っていた盤藤南長は、「本甦の決議文は了解した。

一人の餓死者も出さぬように努力するが、薦当局ばか弓でなく、市民各位も大

いに努力してもらいたい」と騒答し、南蔑大会は散会した（鋤。

　毒民大会の淡議をうけた鑛雛毒墨縄は、5舞7馨、斎会議員を招集して食糧

鰐策委員会を饑き、鑑熊助役がメーデーならびに毒民大会の決議文などについ

て鞍告し善後策を協議した．毒会議員たちは、あつさ吟淡議文の改懇案に賛成

したばか吟か、甫盛驚に嬉して、委員会の強化のためには各種懸体と職域代表

の参撫に簾えて、溝費者代表を地域ごとに公選で選織すべきであると提案し

た｛、、｝。それで、毒当馬は出本妻民課長を事務講長として、孜緩にむけての要

綱・綬程案を準備し、5月9欝、霞会議員と連合隣会長と甫民大会代表欝名を

招いて協議した結果、食糧薄葉委員会の喪主的改纏を決定した・その構成は

毒長、議会6人、労組鱒人、青年懸棒4人、嬬人懸体2人、職籔代表鴛人．そ

して各連合跨会ごとに男女各2人を一般住民の公選で選鐵する方法で消費者濫地

域代表32人、合計77人というものであった1鍛。そして、消費者代表の公選は、

　　　　　　　　　　　　　　　　一欝董一
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5月中旬に各町会で実施されたが、一般毒践はゼ案外無麗心輩といわれた（鋤。

　政経後の食糧繋策委員会は、往来の梅の諮聡機関から、薦とともに全篇疑が

其購の責任で轟主的な食糧獲得運動をする機縫へと性格を変更し、また生産、

職綾、醍給の各綾織と結合したものとなった。また、役員には．醗会長に睡部

力藏（漁業会長〉、武本実三編（地方労連〉、岩下良次（嚢虫党市議〉が就任し、

部長、麟部長に農村、近藤ら労纏代表か擁わった、新しい食糧繋策委員会葦ま、

5月29霞、佐熊麟役を議長として亙醗部長会議を饑き、i）連合警会および霧

会ごとに狭域の食糧難策委員会を設置すること、2／市浸大会を準備すること

を決定し（蛎、6月8翼、2，§唇§余名の議民を動員して、食糧竜機突破市長大会

を鰻催した。そこでは、b鎌鋒叢の食糧危機の窮献を内地米穀生産梁に訴え

ること、2〉詫海道庁食糧蝿策本部の癬成を長生化すること、3〉これらによ

って銀酪毒に主食を獲得することが決議された煎鰍、食糧難を解決する有効

な手段を見議すことはできなかった。

　以上のように、銭酪衛の食糧獲得運動の経遜を験討してみると、この運動は、

弁護士や青年・婦人・労騰懸体など、毒内のいわゆる民主騒体の夢一ダー屡に

よる市当職と毒会議員（號存の食糧録策委員会〉への撹鵯運動であった。そし

て、薦当局と毒会議員があつさ滲食糧鰐策委員会の改緯に感じたことは、すで

にこの罵嚢で、翼賛・居座馨畜政は毒民代表性を喪失し、政絵責任を公選灘に

よって各毒民醜体代表と薄肉会代表に転嫁してしまったことも意来していた。

また、運動の結果として成立した新しい食糧繋策委員会の体麟は、一方で、公

選講の導入による食糧行致への誨淫参撫の藩を持った潜、それは必ずしも町内

会レベルの民主化、つまむ一般毒民の運動に下支えされたものではないという

弱点をもち、労縫幹翻や市民羅捧代表の毒政参趨にとどまったと思われる。縫

方で，この体凝は、ポスト佐藤寮長を見越した市政葬再編の遍程の産物でもあ

り、虚本武雄霧残課長を影のキーマンにした雛藤助役一褻由党系市会議塁一華

新系各懸棒捲導者という葬民政党系ラインの端緒的成立を意賺していた。
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　2　霰釜の公選決定と公選選挙

　〈佐藤寮長の辞錘と帯長公選論の成立〉

　佐藤覆罵毒長｛鍛は、食糧獲得毒民大会の獲後、5月上旬から病旅に伏し5

層盤醤には辞意を漏らしていた、そして、6舞1馨疋式に辞表を提鐵し、7月

i譲霧ガンのため死霊した。姓藤ぶ辞表を提鐵すると、蔑に錨驚の量論は毒長

公選論が支醗的であった。6月5醸ζ詫海道新縫（銀鶏版確は、ぎ後任毒長は

我等で」という見難しで、騒敢の罠圭化をまず地方窪治の徹嶽的実践から築き

上げる建前からして、後任毒長は霞疑直接の意思によって公選さるべきである、

遊内各毒で公選輪形曝えられ、慶に函館薦の先麟もある、という遷密から霧長

公選実施を主張した｛灘．そして、瞬紙は道内の藩長畿霧と議長公選譲の状浅

を、次のように紹介していた。

　匿“われらの寮長はわれらの手で選べンン………寮長公選の声は官僚の手によ

る地方麟度、薦凝町村講改革案が牛の歩みをつづけてみるうちに、早くも詫海

道各地において真黄熱こと弩あげられてるる，すなわち登藪市長の任期を今層末

に挫へてるる函館市をはじめ、甫電従業員の待遇改善要求に慧鳴をあげて上原

市長が辞意を渡らしたと伝へられてるる札饒毒、五罵一舜のメーデー以来食糧

問題に誠意を欠いてみると称して奥野市長の欝斥蟻民大会までも饑いた帯広毒、

戦時中の翼賛旛議の葬民主的推薦により推された轡谷暫定甫長に不満の詫箆毒、

松尾寮長の選去によ鯵後任問題にゴタゴタをつづけてみる室薦鼠その鰹短辮霧

の各地に膨溝として毒長公選読ぶ拾頭してみるぶ、そのうち最も進捗してみる

函館市の状況は、さきに毒致協議会が各労働縫合、致治結縫、経済・文化各騒

体に毒会議員、町会長、婦人部委員等各綴代表三酉余名に招請状を発して後任

毒長の躾補の詮衡方法につき会議の結果、寮費の総意として公選によることを

決定，さらにその意義を漉すべく衆議駝議員選挙法にならって実施することに

なった」齢｝

　この記事から、藪館毒の毒長公選の漢定と公選方法潜、室麗のみならず銀鶏

でも先擁と受けとめられたこと、三毒以外でも道内各市で戦時申からの居座鯵
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市長や翼賛建長毒会に鏡鞍・雛斥の盤論が強かったこと麟わかる．

　また、購紙は講馨、市内各雰の代表者に後任毒長の選考方法を聴いているが、

興部力藏（漁業会長、元毒議／、武本実三鰯（地方労連委員長、元市議〉、横馨

文子（嬬人講盤）、水霧文次郎（弁護士、政治講究会〉だけでなく、乗出栄吉

市議、菊地三之跡講会議長も駿に公選を主張していた。そして、裁本は候補者

推薦母体について紅今度の食糧韓策委員会のやうな緯織で、労働者の線方にな

る候補を推薦し広く金事疑の投票にうったへるべきだ獲と逮べていた．また、

横霧は「藍直の甦、凝在の帯会議員は繧頼鐵来る人潜韓人みるか疑問です、又

町会よ蓼の推薦委員をあげるにしても、いずれも町の顔役潜あつまる程度でせ

うし」と遠ぺ、霞鑓立候補講を毒望していた。菊地議長は、函館方式でもよい

と違べていた（鋤。

　6月慧嚢、内務省は銭鋒霧会に薄し佐藤市長の辞職承認と7月盤目までに後

猛毒長を推薦することを捲令してきた。鎌鶏斎会は、羅に6月韮馨議会議員会

を絹いて後任市長の選考方法を協議した解、各派のr肚の探箸合ひ3で結譲に

達しなかった。しかし、その協議の方向は匿公選必至の空気濃厚3で、毒長候

補の推薦方法について次織の議員会までに公選に薄する砺究考察を練って万全

を窮そうと申し合わせた醐、

　毒会のこのような態度に鰐して、竃長公選実施を促したのは、革新・労懇勢

力ではなく青年醗鉢であった。6月懇蕪、薦内の青年騒体の連合協議会は弁論

大会にひきつづいて、寮長公選周題の協議会を灘催した．そこでは、擁土青年

党の高灘高夫、嚢趨青年党の野原浩嗣らが公選部時実行を主張し、公選を波議

すると実行委員が市役湧を訪潤して菊地斎会議長に決議文を手渡した・鋤・こ

れに薄し、菊地は纒人として公選に賛成で、斎会議員も硬究中である、今後の

協議会には南民代表も擁えて毒民に鱈頼される毒長を選鐵したいと露答した・

　また、函館毒長選挙実施直後の6擁欝嚢、罫乾海道新羅羅は、r地方民主化と

市長公選まという経説を掲載し、「饑餓構が璽行市講の改琵を待たず、市民の

民主的勢力鮭集の涯力をもって実質的な毒長公選を行った意義はすこぶる太き
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いまと述べていた。そして、懸紙は毒長公選の意義を、i）戦時中の天降鯵的

強権を背景とした保守灘に嬉する新興渓主勢力の勝耕である・2）今騒の毒浸

生活上の重大なる亀濁を籔響き友ける遵は、全毒民の積極的支持を得ることが最

も肝要で、新講民の生活に密接なるつなが吟を持ち、毒疑の熱烈なる協力を基

盤とする講長や市会の実堤が真鰯に要望されるま、3〉毒政の蔑主化は民毅蓉

身の任務であ辱、責紐であることも霧覚されねばならない・と訴えていた（錨。

　〈議会主導の公選決定〉

　6月2蝦、毒会は南長選考に弱する第2羅の議員協議会を饑き、函館方式を

参考にした市長公選を実施すること、公選の具体的方法を協議するため、市内

各雰各屡代表を招いて公選準備委員会を麗催することを決定した。そして、6

月聡嚢に醗かれた第i籔公選準備会には、市会議員、露聾前寮長（籔蔑政党／、

佐々本来太齪繭毒会議長（嬢政友会〉などの市政の長老、連合町会長と購婦人

部などの地域代表、労働総合その勉の慈鉢代表約鎗名が参離した。そこでは、

金井重喜講会麟議長ぶ公選決定までの経緯を説窮し、つづいて寮会灘作成の公

選方法原案を審議して、公選の具鉢的方法についての申し合せ事項を決定した。

その糖果・授票嚢は内務省への推薦霧鰻である7穣3戴立候補の編め燐瞬ま

7鍔7馨、嚢虫立躾補灘、男女2轟歳以上の毒疑の一般投票によるものと決定し

た。また、有権者の欝％以上の投票をもって投票有効とし、それに満たない場

合は現行法によって市会が選考すること、選挙運動は衆議院議員選挙法に準擁

し、各町内会ごとに監察委員を置きr選挙粛鉤を類すなどが決められた・講

時に．この準備会を薦長公選委員会として再発足し、公選の管瑳運営にあたる

こととした｛、魂）。6弩27霞、歪麟選挙長には、尾麟政範斎会議員会長、金井重

喜市会裂議長ぶ選鐵された．

　本来、竃長公選が市会祇輝を前縫に主張されたにもかかわらず、霞疑の毒長

公選運動が展麗しないまま、銀驚の毒長公選が議会主導と地域・醗棒代表参撫

の形で短擬闘に決定されると、その決定のされ方を幾甥する投書が『龍海道新
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開展に揚載された。一帯民は、r翼題は公選の実施主体は車会か毒民大衆か墨

と堤起して、次のように述べていた。

　F現行帯鋼による講授候補者の推薦権を現斎会が窪主的に背縫し得ないとい

ふことは、薦会解もはや真の市買の代表でないことを糞覚してみるからであ移、

全く霞鱈を失ってみるからにほかならない………しかるに市会は一方的に準備

委農会なるものを委曝し、毒民の一向知らぬ閥に公選方法といふものをでっち

あげてしまった、これは今騒の公選実施における決定的汚点であろう。………

なんら法的掻擬をもたず、しかも公亙にして民主的な選挙を成果あらしめるた

めには、毒罠大衆の積極的な参与を前提としなければならない、真に市民大衆

のための市長を選びだすためには、その方法霞身が全く毒蔑大衆のものでなけ

ればならぬと私は主張する。・…一一甫会は権猿の敬棄といふ闘の悪さを裏返し

にしたやうな妙な責蓬づらをしてみるが、発来責任といふものは、それが菓た

されたときにのみ値打ち斜あるのである。かういふ独蕎的な方法で霧民を公選

の名によって踊らせようといふことは、結縁は眸聲までの電縫者流と選ぶとこ

ろがないではないか」繊勧

　市長公選の決定解市民から歓遽された藤館や室蘭の事鰯とちがって．このよ

うに鎌露の寮長公選が一般市民の一鶴から揚物される結果となったのは、次の

事購によるものと思われる．第iは、現職毒長の辞意と公選論の一般化および

薦会議長の公選支持が、ほ濠瞬時に表瞬され、もはや藪館や室灘のように公選

の可否や公選方法が争点とならなかった．第2は、食糧獲得運動で市会撹醤・

毒政畏主化をめざした労纏・毒浸懸体の捲導者たちは、改緯後の食糧難策委貴

会への参趨によって、霞当縁（佐熊助役・由本毒費課長〉および議会議員と協

調関係を成立させていた．第3は、革新致党の支部綴織あるいは革新振の捲導

者が、市敢に薄しては葬力で、議会に先鰯・薄航して公選準備の毒民運動を起

こせなかった．そのため、毒会は市長推薦権をむしろ放棄することで、薦浸の

毒会規覇を躍遷し、毒長公選への影響力を保持することができた．
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　〈助役と甫会議長の蝿淡〉

　6月2鰻、公選委員会では、斎会議員および各懸体選畿の実行委員22名と投

票管遅を擾幽する連合町会長を集めて、ゼ実行委員及び投票管連音は原則とし

て選挙運動に縫与しない葺などの申し合せを決定し、庶務、会計、監察、瞥蒙

の羅部を分捷した騰。そして、7月i霞選挙長が講長選挙の公示を発表した、

　7月2馨、車速立候補を雇け鐵たのは菊地三之麟毒会議長｛鋤であった．菊

地候補は、周到な準備のうえ籔浸政党系、中立系の多くの甫議に支援され、当

構から優勢鱒噂されていた．選挙事務長は霞罠政党の鐵綺鉄三郎毒議であっ

た、次に立候補したのは．姓熊宏平豹役｛38｝（市長代理）で、佐熊を擁立したの

は社会党鎌銘支部の渡辺貞之勝支部長と嚢虫党の岩下良次、大西歪則の2人の

市議であ蓼、雛会党の渡辺解選挙事務長をつとめた。毒役翫のなかで、公然と

佐熊灘についたのは出本裁雄毒民課長だけであった｛鋤。投票雛当欝の新幾広

告には、政治羅究会の横照良輔、講年毒会を辞任した辻徳錐、購部力蔵も佐熊

綴に名繭を連ねた。

　縫方、鑛露地方労連は、この時期食糧麟策とともに吉懸反動内鱗打倒労簡者

大会（7月2露開催〉と民主懸棒の共藤懇織結成を準備していた．そして、寮

長公選が具体化すると、6月下旬から露灘の毒長候補擁立を験試し、締め切鯵

前馨の7月6韓、疑主戦線結成準備会で統一躾補として盤藤国雄を雄藩するこ

とに決定した老雄》。｛盤藤国雄は、前妻畏国溺の長1男であったが、ig26年の三上

運送繕艀部の労働争議で裁本ら労働純金灘を支援して以来、無産運動に参撫し

佐藤轡薄に勘当されて戦時中は札饒に住んでいた繊》・ところが、佐藤候補は

親戚一構の反撃に抵抗できず、7鐸9韓推薦人の武本と連署の立躾補辞退届を

選挙長に提墨した（鋤。そのため、地方労連は毒長候補を擁立できず甫長公選を

静観するよ診なかった。市民懸体幹額の一部は佐熊支持にまわった。湊役辮職

員紐合は、「強健、実行力のある人達など市長適格条件を雛象的にあげるだけ

で、特定候補を推薦しなかった。

　公選選挙は、結局戦時中の市政捲導者であった助役と霧会議長の講決となつ
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た。綾らは本来なら、公選となった責任をとって嚢粛するか、中立的立場に徹す

べき人勃であった潜、いわば、行灘がまわしをつけてしまったのである。7層9

馨の夜には、磨痴青年会主鰹の立会演議会が騨催され・r異常な麗心をあつめて

聴衆場内にあふれる盛会を極めた三．そして、爾候補の轟馬淡意につづいて瓢聴

衆から溝発な質賜の矢解放たれたま｛嫡．7弩難馨には、蜂大疑銀鑞鋒支部の代表

が爾候補を訪簡し、婦人啓蒙鰐策、女子央業繋策、食糧難策、住宅復醸磐策な

どについて捲負を聴き、パンフレットを痒成して、それを一般に醗存すること

にした1、嘆｝．また、公選委員会は、協定を無撹した戸驚訪縫など霧滋の選挙運

動に対’し一般の涯意を促す一方、投票率の低下を心醒して、特に各町内会、隣

羅ごとに有権者購入常会を醐かせ棄権防壷に努めるよう要望した（輸。選挙結

果は、次のとお鯵であった（輔。

鎌露毒の毒長公選選挙（欝鶉年7欝欝働

者
数
率
地
熊

権
票
嚢

有
擾
擾
菊
佐

　27，82§人

　鯵，838票

　　7i．3％

三之助（斎会議長〉

宏　平（勧役）

葺，襲9票

8，25謹票

　終ってみれば、公選は霞畏政灘と瞬政友諏の縫いであった（媚。薩淑は激戦

を展饑し、投票率は高かった。また、佐熊灘は素人ぞろい、患遅れ、劣勢とい

われなぶら意外と釜戦し、菊地に3，§巷書票差に遺った．藝北海道新露選は、匿市

長公選汚す不履な落し書まの一つとして投票濡紙に書かれた翻々逸を一廉紹介

している幽｝．

　「民主々々と養はんすけれど、菊地、佐熊ぢゃ変鱗まえもせず重

　また、疑紙は「繭霧長佐熊国講氏が毒長就任の際、佐藤氏の晩年の最後の花

を簸る為、老齢の氏を是葬毒長に据えてほしいといふ佐藤氏灘議員の要求があ
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り、その代穆次難畜長には必ず漢儒滋である菊地氏を推すといふ灘係によって

なされた事実を果して毒民の侮入撰知ってみたであろうか………菊匙氏解鋳鋸

南民の代表者として南渓の儒頼に応へ得るか否かは今後の腿題であるまと捲擁

していた〔適g｝．結罵、鎌鋒の霞長公選は、翼賛議政への翫覇が総辞職論として

存在しな撰ら、戦時中からの豹役と議会議長の争い、醸勢力闘の争レ・とな甑

地方公職追放による新しい詣導者の選韻という機籠を果せなかった。

　7月灘馨、鎧驚毒第3罎臨時斎会は、公選の結果に従い、全員一致で菊地三

之励を毒長候補に推薦することに決定した。瞬時に、数化した佐熊滋の議員か

ら、候補者の運動に春き遜ぎ解あった、選挙管理に責錘を負うべき薦会議員や

町会長が次々と公選委員をやめて運動員となった、など公選選挙の鶏題点潜指

摘された（5鱗。

　菊地の議長就任が決定すると、佐熊麟役と毒本霧蔑課長は8月i貸付で毒役

翫を去った．や潜て、稔鐸の鎖鋒地方労連大会で戦繭灘の労緯振導者である裁

本実三露、土屋観郎解顧馨に退いて、戦後灘の各単緯幹部が地方労連を捲導す

るようになったことを転機に，鎌跳の労働総合の主流灘は共産党と一線を露す

ようにな蓼、さらに、織本裁雄をキーマンして趨漆党、社会党、地方労連を連

誘させた佐熊滋が改めて形成されていった．そして、i欝7年4擁5韓の憲長選

挙では、佐熊宏軍8，6創票、菊地三之助8，3蟹漂、土屋筏躯3，誕2票という投票

結果となり、蔭幽、歓会、労纏推薦の住熊が藍式公選の初代薦畏に就任した。

菊地は落選直後に公選遺教となった．この遍程で縫会党入吟した出本は毒役湧

に復帰し、総務課長、麟役として佐熊毒政を支えていった。連舞3銀の霧会改

選（定員36名／でも、峯選者の構成は盤熊与党の霞密クラブ7人、社会クラブ

2人、準与党の革新クラブ（労懇代表）欝人、申立の公董クラブ3人、野党の

残主クラブ捻人、共産党2人という結果となり、かろうじて佐熊灘は、毒会に

多数滋を形成した．毒長公選が欝妬年に実施された詑海送の3毒では、函館、

室蘭につづいて鋳鋒でも、保守党と縫会党・労纏勢力の連合が賞擦墨身毒長を

擁立する影で、労資協調・戦後亀機羅避議政を農現させたのである。
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　第4章第3簾注
繊　　糠1鋒政暴騰零三十一年史1（ぎ人を中心とした鐸鋒地方の案内露謄騒年版、

　東詑海道桂、瞬鞍／鷲7ページ

鱒　蕪薮薄霧ll鋒地方政党愛妾（下縫懲86年、鎌蕗新書、欝，79，98ページ

麟　遜上、駁ページ．なお、薦長選挙の編定に先立って．謄2§年錨露毒薩業会議

　断の会頭選挙でも爾濠の財舞人の賜で協定が成立していた，

鶴　 ζ新銀鋒青史第一巻書蓉簿年、7§9～7霞ページ

麟　属土、8欝ページ

瞬　　ゼ遊棄戦後難十年吏上誉選婚86年、鍬艶新篇縫、28～29ページ

総　裁本実玉露　パンの行騰をしながら、欝26年銀鋒港の三上運送篠解離の労働

　争議を指導し、港湾労饒者を纏織して謬議会趨盟の鋸鶏合瞬労総の鐸一ダーと

　なる．懲3暮年から1雛諮毒議（～圭945年、逢顛〉。懲婆5年銭1鑑地力r労働経合連合会

　委員長。雄藩年被会党鐡銘支離結成縛の支離長となるが、饗漂滋と麟宣し辞窪。

　欝蓬7年透肩共産党から車会議翼選挙に立躾補したが落選。

（81　土屋視藻　欝｛遇年、秩遜銀盤まれ、。本：注串学卒業、三高中退．在学串に共産

　青年懸盤に参撫し、欝33年全協オルグとなる。難3§年鐡艶簸方の入費戦線運

　動を詣導し、懲37年験挙、入獄．欝45年欝撰鎖艶飛務藩を鐙織し、遂棄の労鱒

　緯合結威を櫓導．鋳蕗鐘方労銚総合連合会無代書記長となる．欝遵7年塵貫共産

　党から鐡諮商議に当選縫潮～欝63年〉。欝数年魂鳶と懲4§年慕擁（鳥取町との

　合爵に梓う毒長選挙〉に議長選挙に立躾補し落選。著書に、蓼紅麟ゆる一階鵜初

　年の青春書鯵78奪i．岩波新書、多予鋳拘禁新選懲8呂年、縫聲雛などぶある。

鱗　出庫戯雄ゼ航鋳二十年μ留5年、瞬鐡版委農会、論ページ

麟　　匿遵葉戦後鷹十年史上巻雲35ぺ一ジ

！瞬　詑海道新鹿（鋳鋒蔽〉ig薦年i月2逢鋒ζ疑i量まれる縁念嵯隅i．3i薪お手盛参役

　員に反薄の空気、祇会党鐡鋒支部再綾織蓬

鯵　藤本試錐r航鋳二十年凄襲ページ

瞬龍海道新鶴（鎭鋒編i鱗6．3．6隣保糠麟の本鷺へま

麟　詑海道新擬（銭驚版／鯵総．3．蔦「町会長選挙に案外無幾心ま講3．2§f窟士見

　詑第一町会後轟渋る3

瞬　欝45年憩肩蔦嚢結成．支離長は鑛諮支庁長夫人の寺鬱勃枝

瞬　詫海道新聞（鐡鑢板〉雄蕊．3．9薪啓蒙運動を主綬書属3．2i罫新郷拳：婦人瞬盟
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欝蕪年の霧長公選運動韓（窮月綾洋／

　錘鵬支部諾威達

麟　　『遂東戦後騒十年吏上巻遣35ページ

麟　藤本銭雄『航跡二十年垂25ページ

麟　詑灘遂新鹿（鐵鐘懸1〉玉髄6．垂．鱒強舞1艶4〉主食糧はどうなるま懸垂．3§罫実権を

　嬬人に徹底　貧しき者で蝿策委員を結成せよ」

㈱　『道東戦後遜十年史上巻躍3？～38ページ

騰　詑海道新鰻（鋳驚版〉欝薦．5．5『競って参撫せよ　けふ食糧獲得毒蔑大会3

　疑5．6職餓綴突破の光霧　薦費大会饑くま

瞬　詑海道新灘（鍵驚版〉欝46．5．8F委員は毒疑の公選ま

1踏　詫海道新篇（鐘艶蔽〉鐙4ε、5．登r人民管運の一歩醐

毅蓼　詑清遊新灘（鎖縫各蔽〉懲妬、5．蓬9罫これでいいのか　市疑は案外無縫’む彗

㈱　蔵海道新懸（鐡鶏蔽〉1鱗6．5．総髪きのふ食糧繋策委舞会疋蘂離長会議獲

㈱　北海遵新鷺（錦艶版〉欝蕊．6．9罫みんなのカで突破達

雛乾藤靉靆鰺75～i鱗6年、千葉嬉生まれ。畷治法律学校をへて鰺襲弊東京法

　学院奉業。馨麟欝金の裏懸に活躍したといわ為る．羅露戦後、海蒼義薦鋸鋒町

　長のi要請で．政友会系の鋸跳新羅に入廷し、欝欝年詑海道議に塞選（嵯鍵、敢

　友会〉、懲餐年鐡鋒町議に当選、商議をへて婚28年鋸艶寮長に器選（3罎》．鎌

　蕗毒舗の実現、財敢再建、港湾整備に尽力した．

㈱　詑海遜新聡（鎖蕗叛〉婚薦．6、5ボ後任瑠長鍮我等でま

㈱　詫海遵新灘（鐡蕗蔽〉欝妬、6、5匿各地に趨る公選譲ま

繍　詑海道霧霧（銀踏板〉鴛46．6．5夢公選ぶ瑳懇　各氏の意見を聴くま

醗　詑海進新灘（鍵驚蔽〉臆郵．6．捻ヂ狸と整撰麩の探参会ひ　新鰻記者も擬撮す

　薦会議員会3

働　靴灌道新縫（銀艶蔽／臆妬、6、i7晴窒に響く熱弁．霧長公選決議ま

1講　北梅道新鷺（鐡整譲〉欝菊、6．欝ダ鮭説　地方疑主化と南長公選連

騰　詑海道新聡（鍵錐版／簿46．6、27r投票霞は十三講、後憂公選方法具体案決

　るま

繍　詑海道新懇（鑛艶譲／雄蕊．6．29「公論　鐡艶事　宮本六兵衛　公選の甕体を

　霞ふ」

総　麓海道新羅（鎖整版〉欝妬．6．鎗ゼ議長公選著々準備進む茎

雛　菊地三之勝　露89年、醸館齋生まれ．函館恋業卒業後，銀鶏で製誘業、質屋
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　を営業した。婚22年鐡雛霧議（4観〉、姫路年誌海進議（3騒臥蔑政党鋪跳支

　鶴長、戦時中は大政翼賛会蔵溝道支無役員、斎会議長。戦後は詫海進政治縁盟

　の継絞に参撫、簿鶉年8月麟路寮長、欝毅年護月毒長選挙で落選し公職追放と

　なる．欝騒年改進党から詫海道議に返彗咲いた。

㈱　佐1熊宏平　鰺92年隻まれ。鯵ig年北海道属、圭932年から道面の支庁長を饗i蕪

　し、退職後は北海道愛憐・蟹鋳婦人会主事をへて鴛38年銭諮甫勝役となる。

　欝邸年藁月、毒虫・妓会両党の推薦をうけ鋳艶毒長に甕選（～欝57年簸屑）

鱒　撫本裁雄ζ航跡二十年垂鰺ページ

繍　鐸上、33～34ページ

鱒　購土、4§ページ　前掲騒懸政雰風雪三十一年史j　i講ページ

㈱誌清遊新縫（鎌鶏飯〉羅6．7．紛織藤躾補辞退」

総　誌溝道新鷺（鋸酪版〉欝46．7、鍍「愚校復鐵幾題両者の意見薄立茎

㈱　詑濾道新露（鐡鋒叛〉欝46．？、鴛罫新難掃代表市長躾補者と会見ま

瞬　詫海道新縫（鐵鋒叛〉鰺妬．7、鼓r選挙運動愈々織蕪ま購、7ユ2ゼ公選の成否

　決す嬉人の授票墨

麟　詫灘遵新鶴（鋼雛霰1欝46．7．欝夢菊地三之覇氏当選室

鯵　競海道新難《錨諮版〉欝妬．7．i3罫覆面税》・だ工人の候補　繭歴遮れば売政友

　と冗費蜘

㈱　詫海送新縫（鋸踏板〉緯薦．7．欝薪菊地氏の横顔醜く」

㈱　詑海道新雛（鑛鋒蔽〉欝46．7、i7「桂説　鑛路衛長公選と今後の承駿1

鱒　詑海遵新篇（鑛路版〉欝46．7ま§r満場一致で雄藩ま

　鍵路毒鷲孫参考文献

ぎ人を中心とした錐1路嬉方の案海轟ig騒年額、東麓海道縫

渡辺茂毬鎌蹄青史遭欝57年、鋸整霧役辮

ζ鎖鋸の人鞠誰欝経年、鐡路新鷺雛

衛施疋霧鰹水産愛憐973年、謬綴毒

『新鎭鋒露史　第一巻敢治行政編垂懲聡年、鑛鋒毒

撫本武雄『航跡二十年一激動の鑛蕗議政騒顧録壽i解5年、講鐵版委員会

蓼太平洋炭鉱労働総合三十年麟欝76年、購労維
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！9蕪年の確長公選運動韓（窮月俊洋〉

『鐙諮斎王会議霧史遷欝纒年、六十縁年記念事業委貴会

無数博鰯ll鶏錘方政党史考　上・中・下露欝84～舗年、鐡鋒市

鎧驚新騰縫編夢違棄戦後露十年史上巻護ig縄卑

小　括

　（茎）詑海道3毒の毒長公選（運動〉とは侮であったか。毒長公選譲・運動の

麟提と形成の論理はどのようなものであったか。

　麟台、八戸とちがって、詑海道3市の聡毒長の退任運由は、任期満了（函

館）か病気（室蕊、鐡鋒〉であった・そのため、3毒の翼長公選の発螺は市長

夢コール運動ではなく、翼賛毒会に薄する撹霧であ警、そこから市長公選論が

形成された。つま瞬、東条教権下に選慮された翼賛市会は、もはや戦後の毒浸

を代表していないし、敗戦責任をとって総辞職すべきである、という認識が公

選論の前提として市費の鶴に潜姦あるいは鑛在していた。当時、この理密で辞

任した簸方議農や首長は道内餐地に存在した。そして、甫会がそれを無擬して

罎座雛つづけ、なおも戦後の市長を選饑しようとする時、斎甕の問に斎会概鵯

と市長公選論渉形成されたのである。

　しかし、函館のように公選論潜革新・労維勢力などの斎会幾判勢力の機敏な

南長公選運動へと発展し、町内会長と毒会の姿勢を変革していったのか、ある

いは、鎌露のように麗に新鶴紙上で公選論が支翫的とな鯵、毒会によって公選

導入潜先取鯵されてしまい、市会主導の公選が実旛されるのか（室蘭は講者の

中鷺型〉の分簸は、i）市長後続人事の発生と毒長公選論の一般化とのタイミ

ング、2）甫会幾判勢力の主体的力量と条件、によって決定されたようである・

　つま陰、i鱗6年5弩中は、メーデーを契機に革新・労纏勢力解立ち上が惨毒

会撹綴勢力となる再龍柱麟あ警、また市長公選論はいまだ一般化していなかっ

たので、下からの議長公選運動麟毒長公選の実施に不再欠であった．それで、
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懸台につづいて八戸、函館で下から市長公選運動が成立した。ところ解、6月

にはいると、すでに、驚長公選論解一殻化し函館の先鰹麟紹介されたため、も

はや公選の可否は争、韓こならず、室蘭・鍵路ではかえって下からの毒長公選運

動が成立しな跡うちに、薦会が公選を決定し短端麗に公選準備・実施を主導す

ることができた。そして、毒会主導の公選は、市会麟競報・総辞職を罎遷する

ため、甫長推薦の責任を公選麟の導入によって一般帯畏に押しつけた灘藏をも

っていた。経論の圧力の飽に、結集的に市会議員たちが公選を支持した内部事

憶には、議会による毒長選鐙の失敗をよもや3度は繰磐返せないということ

（室灘か、あるいは公選でも毒会多数派のボスを当選させること摂できると

いうこと　（謬醗各〉があったと患われる。

　飽方、市会撹甥勢力の主体的条件、力量の点では、敗戦蓬後の革新政党や労

鰹の聾心ダーシップ麟その後の3毒の講授公選の展絹の差異を淡定づけたと思

われる．社会党と労緯勢力は、曝露では議長公選運動のイニシアティヴを握る

こと漢できた鱒、選挙では分裂した。室薦では大工場内で労資協調の担い手と

なることによ参、講者撰蟹iに南海最大の政治勢力となって企業械下町の体鰯を

支えていた。飽方、銭路では公選運動にも市長選挙にも鐵遅れたうえ・講者は

提携できず、一般毒浸に影響力を鉱大できなかった．

　市長公選に嬉する毒畏の影響力という点では、隅じ時幾に瞬じ北海道で実施

されな麟ら、以上の2つの瑳虫から函館一室蘭一鋳驚の闘に大きな差が生じた

ことが確認できる．

　毒長公選とは毒会教職運動の転化形態であった。

　（21毒民にとって直接公選とは侮であったのか，市長公選は市政の喪主化に

どのような意味をもったか。

　3甫とも、市長公選選挙では市政・敢策士の課題がほとんど争点にならず、

公選の結粟が截ちに毒敬や南疑生活紅影響を与えたとは思われない。そこでの

争点は市政の夢一ダーシップにあ吟、函館と室蘭の選挙結果は戦時中の捲導者

への矩否と数本、熊谷鰹木への競待、鐡錐の選挙結果はひとまず鍛政党人によ

　　　　　　　　　　　　　　　　一穂4一
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る露致の継続を表現していた。

　また、一般毒裟の弱心は低いと報道されな麟ら、投嚢率が下潜らなかったの

は、町内会撰公選を管理・運営したためで、それに超えて、藪館では壌本候補

の人気、室蘭では労維と縫宅ぐるみ選挙、鋸艶では保守勢力閥の競合ぶ各々霞

民を投票に狩蓼議したと患われる。

　保守勢力の内構麟醤萌しないので、3毒とも、この寮長公選繭後の憲政の構

造は充分解甥できなかった。しかし、保守勢力は帝政レベルではほとんど纏織

化されず、また戦後危機、具体的には食糧竜機と毒政の混乱に薄応ずる能力を

喪失していたようである．そして、3帝はこの欝菊～む年の二度の毒長選挙を

通じて、官僚幾身毒畏一社会党・保守連立毒致を実理し、それによって戦繭の

保守二党麟から戦後の労資協調および大企業と地元商工業者の利益講整型渓主

麟へ移行することで、戦後危機を克服していったと思われる．
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